
 

 

（１２）外国語 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた外国語活動、外国語科の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ グローバル化が急速に進展する中で、外国語によるコミュニケーション能力49は、こ

れまでのように一部の業種や職種だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要とされる

ことが想定され、その能力の向上が課題となっている。 

○ 現行の学習指導要領は、外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的に

コミュニケーションを図ろうとする態度や、情報や考えなどを理解したり伝えたりする

力の育成を目標として掲げ、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」

などを総合的に育成することをねらいとして改訂され、様々な取組を通じて充実が図ら

れてきた。 

○ 一方で、指導改善による成果が認められるものの、児童生徒の学習意欲に関わる課題

や、学校種間の接続が十分とは言えず、進級や進学をした後に、それまでの学習内容や

指導方法等を発展的に生かすことができないといった状況も見られている。 

○ 中・高等学校においては、文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に重

点が置かれた授業が行われ、外国語によるコミュニケーション能力の育成を意識した取

組、特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が十分に行われていないことや、

習得した知識や経験を生かし、コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて

適切に表現することなどに課題がある。 

ⅱ）課題を踏まえた外国語活動、外国語科の目標の在り方 

○ これらの課題を踏まえ、特に、他者とのコミュニケーション（対話や議論等）の基盤

を形成する観点を、外国語教育を通じて育成を目指す資質・能力全体を貫く軸として重

視しつつ、他の側面（創造的思考、感性・情緒等）からも育成を目指す資質・能力が明

確となるよう整理することを通じて、更に外国語教育における「知識・技能」、「思考

力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの資質・能力を育成す

ることを目標として改善を図る。（別添１３‐１を参照） 

                                            
49 コミュニケーション能力については様々な考え方があるが、文部科学省の有識者会議の報告（コミュニ
ケーション教育推進会議審議経過報告「子どもたちのコミュニケーション能力を育むために」平成 23 年 8
月 29 日）においては「いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団において、相互関係を深め、共感
しながら、人間関係やチームワークを形成し、正解のない課題や経験したことのない問題について、対話
をして情報を共有し、自ら深く考え、相互に考えを伝え、深め合いつつ、合意形成・課題解決する能力」
と定義している。本ワーキンググループにおける議論においては、こうした定義も踏まえ、外国語教育に
おける特質に配慮しながら、外国語によるコミュニケーション能力について、外国語やその背景にある文
化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、コミュニケー
ションを行う目的・場面・状況等に応じて、外国語で情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝え合っ
たりすることができる能力として整理している。 
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併せて、後述ⅲ）の「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」を働

かせながら、外国語教育において求められている資質・能力を育むために必要な教科等

目標を設定する。（別添１３‐２を参照） 

（育成を目指す資質・能力と小・中・高等学校を通じた指標形式の目標の設定） 

○ 前述のように、外国語教育における「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力・人間性等」の三つの資質・能力を明確にした上で、前述のような課

題を踏まえ、①各学校段階の学びを接続させるとともに、②「外国語を使って何ができ

るようになるか」を明確にするという観点から目標の改善・充実を図る。 

○ 外国語の学習においては、語彙や文法等の個別の知識がどれだけ身に付いたかに主眼

を置くのではなく、児童生徒の学びの過程全体を通じて、知識・技能が、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用され、思考・判断・表現することを繰り返すことを通じて獲

得され、学習内容の理解が深まるなど資質・能力が相互に関係し合いながら育成される

必要がある。 

○ このため、それらの育成を目指す力について、前述のような課題を踏まえつつ、国際

的な基準であるＣＥＦＲ50などを参考に、外国語学習の特性を踏まえて「知識・技能」

と「思考力・判断力・表現力等」を一体的に育成し、小・中・高等学校で一貫した目標

を実現するため、そこに至る段階を示すものとして段階的に実現する指標形式の目標を

設定する。 

○ ＣＥＦＲにおいては、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」の

４技能ではなく、外国語の学習等のための「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと（や

りとり：interaction）」、「話すこと（発表：production）」、「書くこと」という

５つの領域において、単に、知識・技能だけが示されているのではなく、知識・技能を

活用して思考したり表現したりする言語能力が示されている51。このことを踏まえ、こ

                                            
50  国際的な基準：CEFR （Common European Framework of Reference for Languages: Learning、 teaching、 
assessment 外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠） は、語学シラバスやカリキュラ
ムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤
を提供するものとして、20 年以上にわたる研究を経て、2001 年に欧州評議会が発表した。国により、CEFR 
の「共通参照レベル」が、初等教育、中等教育を通じた目標として適用されたり、欧州域内の言語能力に
関する調査を実施するに当たって用いられたりするなどしている。CEFR は、学習者、教授する者、評価者
が共有することによって、外国語の熟達度を同一の基準で判断しながら「学び、教え、評価できるよう」
開発されたもの。「話すこと」のやりとり（interaction ）は、少なくとも 2人以上の個人が言葉のやり
とりをする。その際、産出的活動と受容的活動が交互に行われ、口頭のコミュニケーションの場合は同時
に行われることもあり、対話者が同時に話し、聞くだけでなく、聞き手は話し手の話を先回りして予測し、
その間に答えを準備しているものであるなど、やりとりは言語使用と言語学習の中でも大きな重要性が認
められ、コミュニケーションにおける中枢的役割を果たしているとされている。 

51 ①CEFR の文書において人間が言語を用いて行うタスク（人間の行為全般を CEFR ではタスクと言う。）
は reception（受容）、 interaction（やりとり）、 production（産出）の３領域に分かれており、そ
れらが総合的に「コミュニケーション活動（communicative activities）」と呼ばれている（CEFR オリジ
ナル文書 2.1.3）。②自己評価表 (self-assessment grid）の形式で、Listening、 Reading、 Spoken 
interaction、 Spoken production、 Writing の５つのタスクは、コミュニケーション能力の社会言語的
側面、語用論的側面を含んだ多面的なものであり、それらの複雑な横軸の側面については CEFR 文書 
Chapter 4、 5 で解説されており、多層的な「領域」と考えられており、③複雑な横軸の側面として具体
的に CEFR の CAN-DO 形式の目標で示されている内容は communicative competence （コミュニケーショ
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れまで「４技能」と称されることが多かった、「聞くこと」、「話すこと」、「読むこ

と」、「書くこと」については、国の指標形式の目標において５つの領域として示すこ

ととする。 

○ 国が定める指標形式の目標については、外国語で聞いたり読んだりして得た知識や情

報、考えなどを的確に理解したり、それらを活用して適切に表現し伝え合ったりするこ

とで育成される「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」について、外国語教育

の目標に沿って、高等学校卒業時において求められる資質・能力を明確にした上で設定

する。このため、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと（やりとり：interaction）」、

「話すこと（発表 production）」、「書くこと」の５つの領域ごとに小学校中学年段階

から児童生徒の発達の段階に応じて「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」を

設定するとともに、これらの複数を組み合わせて効果的に活用する統合的な言語活動を

一層重視した目標とする。（別添１３‐３を参照） 

○ また、育成を目指す資質・能力の三つの柱の「学びに向かう力・人間性等」は、児童

生徒が言語活動に主体的に取り組むことが外国語によるコミュニケーション能力を身

に付ける上で不可欠であるため、極めて重要な観点である。「知識・技能」を実際のコ

ミュニケーションの場面において活用し、考えを形成・深化させ、話したり書いたりし

て表現することを繰り返すことで、児童生徒に自信が生まれ、主体的に学習に取り組む

態度が一層向上するため、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等」と「学び

に向かう力・人間性等」は不可分に結び付いている。児童生徒が興味をもって取り組む

ことができる言語活動を易しいものから段階的に取り入れたり、自己表現活動の工夫を

したりするなど、様々な手立てを通じて児童生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の

高まりを目指した指導をすることが大切である。 

○ 各学校においては、国が学習指導要領に定める外国語の指標形式の目標を踏まえ、更

に具体的に各校の学習到達目標を設定する。その際、個別の知識がどれだけ身に付いた

かに主眼を置くのではなく、「知識・技能」を実際のコミュニケーションにおいて活用

し、外国語で情報や自分の考えなどを表現し伝え合うことで、外国語教育の資質・能力

の育成が図られるよう、学習内容等を設定することが求められる。 

ⅲ）外国語活動、外国語科における「見方・考え方」 

○ 他者とコミュニケーションを行う力を育成する観点から、社会や世界とのかかわりの

中で、外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、外国語を聞いたり読んだりする

ことを通じて様々な事象等を捉え、情報や自分の考えなどを外国語で話したり書いたり

                                                                                                                                         

ン能力）を示しており、それらは、linguistic competence(従来の語彙・文法などの知識と技能)、
sociolinguistic competence (社会的文脈などを考慮してことばを使える力)、pragmatic competence(場
面・状況・相手などを考慮してことばを使える力)と定義されている。④CEFR で目指している姿は「自律
的社会的成員（autonomous social agent）」であり、自ら学習を管理できる「生きる力」を体現する社
会的成員としての個人であり、この点からも学習指導要領の目標と CEFR は非常に近い目標が掲げられて
いると考えられている。 
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して表現して伝え合うなどの一連の学習過程を経て、子供たちの発達段階に応じた「見

方・考え方」が成長することを重視し、整理することが重要である。 

○ 外国語教育において育成を目指す資質・能力を踏まえ、「外国語によるコミュニケー

ションにおける見方・考え方」は、「外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景

にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、コミュニケーションを行

う目的・場面・状況等に応じて、情報や自分の考えなどを形成、整理、再構築すること」

と整理する。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」を働かせる学習過程に改

善するため、育成を目指す「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向か

う力・人間性等」の三つの資質・能力を確実に身に付けられるように改善・充実を図る

必要がある。 

〇 外国語教育における学習過程では、児童生徒が、①設定されたコミュニケーションの

目的・場面・状況等を理解し設定する、②目的に応じて情報や意見などを発信するまで

の方向性を決定し、コミュニケーションの見通しを立てる、③対話的な学びとなる目的

達成のため、具体的なコミュニケーションを行う、④言語面・内容面で自ら学習のまと

めと振り返りを行うというプロセスを経ることで、学んだことの意味付けを行ったり、

既得の知識や経験と、新たに得られた知識を言語活動へつなげ、思考力・判断力・表現

力等を高めていくことが大切になる。 

イ 指導内容の示し方の改善 

〇 外国語教育において育成を目指す三つの資質・能力を踏まえ、小・中・高等学校を通

じた、指標形式の目標（前述の５つの領域）、指導内容等について体系的に構造を整理

する。この構造の中で、外国語教育において「主体的・対話的で深い学び」を推進する

学習過程を繰り返し経るような改善・充実が図られる必要がある。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

ア 小学校の外国語教育における改善・充実 

○ これまでの成果と課題を踏まえて、中学年から「聞くこと」及び「話すこと」を中心

とした外国語活動を通じて外国語に慣れ親しみ、外国語学習への動機付けを高めた上で、

高学年から発達段階に応じて段階的に「読むこと」「書くこと」を加え、総合的・系統

的に扱う学習を行うことが求められる。その際、これまでの課題に対応するため、新た

に①アルファベットの文字や単語などの認識、②国語と英語の音声の違いやそれぞれの
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特徴への気付き、③語順の違いなど文構造への気付きなど、言語能力向上の観点から言

葉の仕組みの理解などを促す指導を教科として行うために必要な時間を確保すること

が必要である52（別添１３‐４）。 

○ このような方向性を目指し、小学校高学年において、「聞くこと」、「話すこと」の

活動に加え、「読むこと」、「書くこと」を含めた言語活動を展開し定着を図り、教科

として系統的な指導を行うためには、年間７０単位時間程度の時数が必要である。また、

中学年における外国語活動については、従来の外国語活動と同様に年間３５単位時間程

度の時数が必要である53。 

イ 中学校の外国語教育における改善・充実 

○ 小学校で学んだ語彙や表現などの学習内容については、中学校の言語活動で、意味の

ある文脈の中でコミュニケーションを通して繰り返し触れることができるよう、様々な

言語活動を工夫し、言語の運用能力を高めることが必要である。 

〇 また、中学校では、生徒にとって身近なコミュニケーションの場面を設定した上で、

学習した語彙・表現などを実際に活用する活動を充実させるとともに、高校との接続の

観点から、外国語で授業を行うことを基本とするなど指導の改善を図る。 

○ 併せて、中学校では新たに「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」

を測定する全国学力・学習状況調査の実施54により、具体的な指導改善につながるＰＤ

ＣＡサイクルを確立することが重要である。 

ウ 高等学校における科目構成の見直し 

○ これまでの課題、高校生の多様化に対応するため、高等学校卒業段階で求められる「外

国語を通じて、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりすることができる力」

（必履修科目で CEFR の A2 相当、選択科目で同 B1 相当を想定）を育成するため「聞く

こと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」を総合的に扱う科目として「英語

コミュニケーション（仮称）」を設定する。 

○ 中学校で学んだことを実際のコミュニケーションにおいて運用する力を十分に身に

付けていないといった課題のある生徒も含めた高校生の多様性を踏まえ、外国語で授業

                                            
52  外国語教育の改善・充実については、「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮
問）」においても、文部科学省「英語教育の在り方に関する有識者会議」（平成２６年９月２６日）にお
いてまとめられた提言を踏まえつつ検討することとされている。提言においては、「小・中・高等学校を
通じた英語教育強化事業」等の先行した取組の検証を踏まえた外国語教育の課題や方向性について詳細が
まとめられている。 

53 これらの効果的な教育課程の編成の在り方については、第２部 １．（２）の「④ 各学校における弾力

的な時間割編成」を参照。 

54  文部科学省「全国的な学力調査に関する専門家会議」のもとに設置された「英語調査の検討に関するワ

ーキンググループ」において、平成 28 年 6月には「全国学力・学習状況調査における中学校の英語の実

施に関する中間まとめ」がまとめられている。 
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を行うことを基本とすることが可能な科目を見直す必要がある。このため、必履修科目

（特に学習の初期段階）において、中学校の学び直しの要素を入れることとする。 

○ 外国語科の授業において言語活動の比重が低い現状を踏まえ、学習指導要領に沿って

設定された指標形式の目標を実現するため、いかに言語活動を改善・充実していくかと

いった観点から科目の見直しを行う。このため、「聞くこと」、「話すこと」、「読む

こと」、「書くこと」の総合型の科目（必履修科目を含む）を核とし、発信能力の育成

を更に強化するための科目として「論理・表現（仮称）」（「発表、討論・議論、交渉」

などにおいて、聞いたり読んだりしたことを活用して話したり書いたりする統合型の言

語活動が中心）を設定する。併せて、留学や進学などの目的に応じて高い英語力を目指

す高校生もいるといった多様性を踏まえ、専門教科の科目構成を見直すとともに、学校

設定科目などで対応できるようにする。（別添１３‐５を参照） 

○ また、高等学校においては、生徒や学校の多様なニーズを踏まえ、スーパーグローバ

ルハイスクール等の成果を参考にしつつ、グローバルな視点で他教科等での学習内容等

と関連付けて、外国語を用いて課題解決を図る力などを育成するための言語活動の改

善・充実を図る必要がある。 

(英語以外の外国語教育の改善・充実) 

○ グローバル化が進展する中、日本の子供たちや若者に多様な外国語を学ぶ機会を提供

することは、言語やその背景にある文化の多様性を維持・促進し、他の国や文化の尊重

につながるため、英語以外の外国語教育の必要性を更に明確にするとともに、学習指導

要領の改訂に向けて、外国語教育における指標形式の目標設定を踏まえたカリキュラム

研究、研修、教材開発などの取組について支援することが必要である。 

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現とは、学校教育における質の高い学びを実現し、

学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的（アクティヴ）

に学び続けるようにすることである。 

○ 外国語教育においては、質の高い学びに向けて、学びの過程を、相互に関連を図りつ

つ、改善・充実を図ることが必要である。そのような過程で外国語によるコミュニケー

ションを通じて、自分の思いや考えが深まったり更新されたりすることを児童生徒が認

識し、自信を持つことができるような学習活動を設けることが重要である。 

①「主体的な学び」の過程では、外国語を学ぶことに興味や関心を持ち、どのように社

会・世界と関わり、生涯にわたってどのように学んだことを生かそうとするかについ

て、見通しを持って粘り強く取り組むとともに、自分の意見や考えを発信したり評価

したりするために、自らの学習のまとめを振り返り、次の学習につなげることが重要
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である。このため、コミュニケーションを行う目的・場面・状況等を明確に設定し、

学習の見通しを立てたり振り返ったりする場面を設けるとともに、発達の段階に応じ

て、身の回りのことから社会や世界との関わりを重視した題材を設定することなどが

考えられる。 

②「対話的な学び」の過程においては、他者を尊重した対話的な学びの中で、社会や世

界との関わりを通じて情報や考えなどを伝え合う言語活動の改善・充実を図ることが

重要である。このため、言語の果たす役割として他者とのコミュニケーション（対話

や議論等）の基盤を形成する観点を資質・能力全体を貫く軸として重視しつつ、コミ

ュニケーションを行う目的、場面、状況に応じて、他者を尊重しながら対話が図られ

るような言語活動を行う学習場面を計画的に設けることなどが考えられる。 

③「深い学び」の過程については、言語の働きや役割に関する理解、外国語の音声、語

彙・表現、文法の知識や、それらの知識を「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、

「書くこと」において実際のコミュニケーションで運用する力を習得し、実際に活用

して、情報や自分の考えなどを書いたり話したりする中で、外国語教育において育ま

れる「見方･考え方」を働かせて思考･判断･表現し、学習内容を深く理解し、学習へ

の動機付け等がされる｢深い学び｣につながり、資質・能力の三つの柱に示す力が総合

的に活用・発揮されるようにする。このため、授業において、コミュニケーションを

行う目的・場面・状況等に応じた言語活動を効果的に設計することが重要である。 

イ 教材や教育環境の充実 

（教材の在り方） 

○ 小学校においては、次期学習指導要領の趣旨を踏まえた中学年向けの外国語活動の教

材や高学年向けの教科書を作成する際に参考となるよう、平成２８年度中に、平成２

６・２７年度に開発した小学校中学年・高学年向けの補助教材の検証を行う必要がある。

また、その検証結果を生かして、中学年の外国語活動の導入や高学年での教科化に対応

した教材を平成２９年度にかけて開発し、平成３０年度には先行実施を行う小学校で活

用できるよう作成・配布する必要がある。 

○ 中・高等学校においては、教科書・教材の課題として、説明・発表・討論等を通じ

て「思考力・判断力・表現力等」を育成するような言語活動の展開が十分に意識され

ていないと思われるものも見られる。そのため、どのような力を身に付けるべきであ

るかということを念頭におきつつ、学習指導要領における指標形式の目標設定などを

踏まえた教材とする必要がある。また、言語活動の比重が低い現状から、学習指導要

領の内容の実現のために言語活動の改善・充実に資する生徒が発信したいと思える題

材とする視点が必要である。 

（指導体制、教員養成・研修等） 
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○ 外国語教育に関する教員養成、教員研修及び教材開発に関する条件整備、小学校の

中・高学年それぞれの課題に応じた指導体制の整備が不可欠である。 

○ 小学校においては、校長がリーダーシップを発揮し、学校全体の取組方針を明確にし

た上で、全教員の共通理解を図りながら、中核教員を中心とした校内の英語教育に係る

指導体制の強化に取り組むことが重要である。また、①効果的な教材開発とともに、②

必要な指導者の確保を含め、地域の実情に応じた柔軟かつ効果的な指導を行う体制づく

りが不可欠である。 

○ 小・中・高等学校の一貫した外国語教育のＰＤＣＡサイクル55を通じて、「英語教育推

進リーダー」や英語教育担当指導主事等が中心となって、小・中・高等学校の連携によ

る研修や、教育委員会と大学・外部専門機関との連携による研修などを実施するととも

に、各学校を訪問し、指導計画の作成や学習到達目標を活用した授業改善などについて

指導・助言を行うことなどが期待される。 

○ 小・中・高等学校のコア・カリキュラム開発・普及による教職課程の改善・充実、高

学年の教科化に向けて小学校の現職教員が外国語の指導に関する専門性を高めること

ができるよう、小中の学びの円滑な接続を図るために必要な内容を加えた認定講習等の

開設支援及び外部人材の活用支援等により、専門性を一層重視した指導体制を構築する。 

○ 児童生徒が生きた外国語に触れる機会を一層充実するため、特別免許状の活用も含め、

教員や外国語指導助手等としての外部人材の受け入れを一層推進する。併せて、外国語

が堪能な地域人材や外国語担当教員の退職者等を非常勤講師として活用するための方

策も講じる。 

  

                                            
55  平成 28 年度より、都道府県ごとに「英語教育改善プラン」の策定・公表を行い、生徒・教員の英語力

等の目標設定・管理の下、必要な研修等を実施し、ＰＤＣＡサイクルの構築を推進している。 
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慮
し

な
が

ら
、

主
体

的
に

外
国

語
を

用
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

ろ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。
 

 
 

 
 

➣
 

目
標

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
指

標
形

式
の

目
標

を
提

示
 

【
小

学
校

高
学

年
】
 

◎
外

国
語

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
を

理
解

し
、

見
通

し
を

持
っ

て
目

的
を

実
現

す
る

た
め

の
言

語
活

動
を

通
し

て
、

聞
い

た
り

話
し

た
り

す
る

と
と

も
に

、
読

ん
だ

り
書

い
た

り
す

る
こ

と
に

慣
れ

親
し

ま
せ

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
基

礎
と

な
る

資
質

・
能

力
を

次
の

と
お

り
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

 
①

外
国

語
を

通
じ

て
、

言
語

の
働

き
や

役
割

な
ど

を
理

解
し

、
読

ん
だ

り
書

い
た

り
し

て
外

国
語

の
文

字
、

単
語

、
語

順
な

ど
に

慣
れ

親
し

ま
せ

る
と

と
も

に
、

外
国

語
の

音
声

、
語

彙
・
表

現
を

聞
い

た
り

話
し

た
り

す
る

実
際

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

面
に

お
い

て
活

用
で

き
る

基
本

的
な

技
能

を
身

に
付

け
る

よ
う

に
す

る
。

 
②

外
国

語
を

通
じ

て
、

身
近

で
簡

単
な

こ
と

に
つ

い
て

、
文

字
、

単
語

な
ど

を
読

ん
だ

り
語

順
に

気
付

き
な

が
ら

書
い

た
り

す
る

と
と

も
に

、
聞

い
た

り
話

し
た

り
し

て
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
伝

え
合

う
基

礎
的

な
力

を
養

う
。

 
③

外
国

語
や

そ
の

背
景

に
あ

る
文

化
の

多
様

性
を

尊
重

し
、

相
手

に
配

慮
し

な
が

ら
外

国
語

を
用

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。

 
 

 
 

 
➣

 
目

標
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

指
標

形
式

の
目

標
を

提
示

 

【
小

学
校

中
学

年
】
 

◎
外

国
語

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
を

理
解

し
、

見
通

し
を

持
っ

て
目

的
を

実
現

す
る

た
め

の
活

動
を

通
し

て
、

聞
い

た
り

話
し

た
り

す
る

こ
と

に
慣

れ
親

し
ま

せ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

素
地

と
な

る
資

質
・
能

力
を

次
の

と
お

り
育

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

 
①

外
国

語
を

用
い

た
体

験
的

な
活

動
通

じ
て

、
言

語
や

文
化

に
つ

い
て

体
験

的
に

理
解

を
深

め
、

日
本

語
と

外
国

語
の

音
声

や
語

順
等

の
違

い
等

に
気

付
い

た
上

で
、

外
国

語
の

音
声

や
基

本
的

な
表

現
に

慣
れ

親
し

ま
せ

る
よ

う
に

す
る

。
 

②
外

国
語

を
通

じ
て

、
身

近
で

簡
単

な
こ

と
に

つ
い

て
、

聞
い

た
り

話
し

た
り

し
て

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
な

ど
を

伝
え

合
う

力
の

素
地

を
養

う
。

 
③

外
国

語
を

通
じ

て
、

言
語

や
や

そ
の

背
景

に
あ

る
文

化
の

多
様

性
を

尊
重

し
、

相
手

に
配

慮
し

な
が

ら
外

国
語

を
用

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。

 
 

 
 

 
➣

 
目

標
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

指
標

形
式

の
目

標
を

提
示
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校
 

種
 

C
E
F
R

 
レ

ベ
ル

 
聞

く
こ

と
 

読
む

こ
と

 
話

す
こ

と
 

（
や

り
取

り
）

 
話

す
こ

と
 

（
発

表
）

 
書

く
こ

と
 

        
 

高
 

等
 

学
 

校
 

       
 

中
 

学
 

校
 

       小
 

学
 

校
 

○
母

語
話

者
同

士
に

よ
る

多
様

な
話

題
の

長
い

会
話

を
聞

い

て
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

複
雑

な
流

れ
の

議
論

を
聞

い
て

，
話

の
展

開
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
自

然
な

速
さ

で
話

さ
れ

る
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

長
い

説
明

を
聞

い
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
で

き
る

よ
う

に

す
る

。
 

○
あ

る
程

度
知

識
の

あ
る

社
会

問
題

や
時

事
問

題
に

関
す

る

ラ
ジ

オ
番

組
や

テ
レ

ビ
番

組
を

視
聴

し
て

，
概

要
や

要
点

を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
関

心
の

あ
る

分
野

の
記

事
や

資
料

か
ら

，
必

要
な

情
報

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
興

味
の

あ
る

現
代

小
説

や
随

筆
を

読
ん

で
，

概
要

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に
関

す
る

記
事

や
レ

ポ
ー

ト
，

資
料

を
読

ん
で

，
概

要
や

要
点

，
筆

者
の

姿
勢

や
視

点

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

○
幅

広
い

話
題

に
関

す
る

会
話

に
参

加
し

，
情

報
や

自
分

の
意

見
な

ど
を

適
切

か
つ

流
暢

に
表

現
す

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
知

識
の

あ
る

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

つ
い

て
，

幅
広

い
表

現
を

用
い

て
議

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

，
即

興
で

，
説

明
し

た
り

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
な

ど
を

話
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
幅

広
い

分
野

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

，
明

瞭
か

つ
詳

細

な
説

明
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
多

様
な

考
え

方
が

で
き

る
時

事
問

題
や

社
会

問
題

に

つ
い

て
，

様
々

な
見

方
の

長
所

・短
所

を
示

す
と

と
も

に
，

自
分

の
意

見
を

幅
広

い
表

現
を

用
い

て
論

理

的
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
 

○
聴

衆
の

反
応

に
応

じ
て

，
発

表
の

内
容

や
方

法
を

調

整
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

 

○
関

心
の

あ
る

分
野

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

，
事

実
や

情

報
な

ど
を

明
確

且
つ

詳
細

に
伝

え
る

説
明

文
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

な
ど

幅
広

い
話

題
に

関
す

る

記
事

や
資

料
を

読
ん

で
，

そ
の

概
要

や
要

点
を

書
い

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
時

事
問

題
や

社
会

問
題

な
ど

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
，

得
た

情
報

を
活

用
し

な
が

ら
，

自
分

の
意

見
や

そ
の

理
由

を
論

理
的

に
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
E
メ

ー
ル

，
エ

ッ
セ

イ
，

レ
ポ

ー
ト

な
ど

を
そ

れ
ぞ

れ
の

用
途

に
合

っ
た

文
体

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

 

○
身

近
な

話
題

や
知

識
の

あ
る

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

短

い
会

話
を

聞
い

て
，

概
要

や
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
比

較
的

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
時

事
問

題
や

社

会
問

題
に

関
す

る
短

い
平

易
な

説
明

を
聞

い
て

，
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
比

較
的

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
馴

染
み

の
あ

る

話
題

を
扱

っ
た

ラ
ジ

オ
番

組
や

テ
レ

ビ
番

組
を

視
聴

し
て

，

要
点

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

比
較

的
短

い
記

事
や

レ
ポ

ー
ト

，

資
料

か
ら

，
必

要
な

情
報

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

あ
ら

す
じ

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
社

会
的

な
話

題
に

関
す

る
短

い
会

話
や

説
明

を
読

ん
で

，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
英

語
学

習
を

目
的

と
し

て
書

か
れ

た
記

事
や

レ
ポ

ー
ト

を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
公

共
の

場
所

（店
，

駅
な

ど
）に

お
い

て
，

自
分

の
問

題
を

説
明

し
，

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
身

近
な

話
題

や
興

味
関

心
の

あ
る

事
柄

に
つ

い
て

，
準

備
を

し
な

い
で

会
話

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

や
知

識
の

あ
る

話
題

に
つ

い
て

，
簡

単
な

英
語

を
用

い
て

情
報

や
意

見
を

交
換

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。
 

 

○
身

近
な

話
題

や
関

心
の

あ
る

事
柄

に
つ

い
て

，
即

興

で
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

や
関

心
の

あ
る

事
柄

に
つ

い
て

，
ま

と

ま
り

の
あ

る
内

容
を

話
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
関

心
の

あ
る

分
野

の
テ

ー
マ

に
関

す
る

記
事

や
レ

ポ
ー

ト
，

資
料

の
概

要
や

要
点

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
知

識
の

あ
る

時
事

問
題

や
社

会
問

題
に

つ
い

て
，

内

容
を

具
体

的
に

説
明

す
る

と
と

も
に

，
自

分
の

意
見

を
加

え
て

話
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

○
自

分
の

経
験

や
身

近
な

事
柄

に
つ

い
て

，
複

数
の

パ

ラ
グ

ラ
フ

か
ら

成
る

説
明

文
を

書
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
関

心
の

あ
る

分
野

の
テ

ー
マ

に
関

す
る

記
事

や
資

料

を
読

ん
で

，
そ

の
概

要
や

要
点

を
書

い
て

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
関

心
の

あ
る

分
野

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

，
ま

と
ま

り
の

あ
る

文
章

で
具

体
的

に
説

明
す

る
と

と
も

に
，

自
分

の
意

見
や

そ
の

理
由

を
加

え
て

書
く
こ

と
が

で
き

る

よ
う

に
す

る
。

 

A
2

 

○
短

い
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
い

て
，

必
要

な

情
報

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

に
関

す
る

短
い

会
話

を
聞

い
て

，
概

要
や

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
ゆ

っ
く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
身

近
な

事
柄

に
関

す
る

短
い

説
明

の
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

○
日

常
生

活
に

お
い

て
身

の
回

り
に

あ
る

短
い

平
易

な
テ

ク

ス
ト

か
ら

，
必

要
な

情
報

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

あ
ら

す

じ
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

に
関

し
て

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

短
い

説
明

や
手

紙
を

読
ん

で
，

概
要

や
要

点
を

理
解

で
き

る

よ
う

に
す

る
。

 

○
日

常
生

活
や

自
分

に
関

連
し

た
事

柄
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

や
り

と
り

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

や
興

味
関

心
の

あ
る

事
柄

に
つ

い
て

，
あ

る
程

度
準

備
を

す
れ

ば
，

会
話

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

，
簡

単
な

英
語

を
用

い
て

簡
単

な

意
見

交
換

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

近
な

事
柄

や
出

来
事

に
つ

い
て

，
簡

単
な

語
句

や

文
を

用
い

て
即

興
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
身

近
な

話
題

や
関

心
の

あ
る

事
柄

に
つ

い
て

，
簡

単

な
説

明
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

，
自

分
の

意
見

や
そ

の
理

由

を
簡

単
に

話
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
自

分
が

必
要

と
す

る
事

柄
に

つ
い

て
，

短
い

簡
単

な
メ

モ
や

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
を

書
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

 

○
身

近
な

事
柄

に
つ

い
て

，
簡

単
な

語
句

や
表

現
や

用

い
て

，
短

い
説

明
文

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

 

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
内

容
に

つ
い

て
，

簡
単

な
語

句
や

表
現

を
用

い
て

，
自

分
の

意
見

や
感

想
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

A
1

 

○
挨

拶
や

簡
単

な
指

示
を

聞
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
日

常
生

活
に

お
い

て
必

要
と

な
る

基
本

的
な

情
報

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
ゆ

っ
く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

，
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

す
る

平
易

で
ご

く
短

い
会

話
や

説
明

を
，

視
覚

情
報

な
ど

を

参
考

に
し

な
が

ら
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
日

常
生

活
に

お
い

て
身

の
回

り
に

あ
る

英
語

の
中

の
語

句
や

単
純

な
文

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
平

易
な

英
語

で
書

か
れ

た
ご

く
短

い
物

語
を

読
ん

で
，

視

覚
情

報
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

あ
ら

す
じ

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
身

の
回

り
の

事
柄

に
関

し
て

平
易

な
英

語
で

書
か

れ
た

ご
く
短

い
説

明
を

読
ん

で
，

視
覚

情
報

な
ど

を
参

考
に

し

な
が

ら
，

概
要

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
相

手
の

発
話

を
理

解
で

き
な

い
場

合
な

ど
，

必
要

に
応

じ

て
，

聞
き

返
し

た
り

意
味

を
確

認
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
相

手
の

サ
ポ

ー
ト

（ゆ
っ

く
り

話
す

，
繰

り
返

す
，

言
い

換

え
る

，
自

分
が

言
い

た
い

こ
と

を
表

現
す

る
の

に
助

け
船

を
だ

し
て

く
れ

る
 

な
ど

）が
あ

れ
ば

，
ご

く
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

，
簡

単
な

表
現

を
使

っ
て

質
疑

応
答

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
簡

単
な

語
句

や
文

を
用

い
て

，
自

分
に

つ
い

て
話

す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
日

常
生

活
に

お
い

て
必

要
と

な
る

基
本

的
な

情
報

を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
ご

く
身

近
な

事
柄

や
出

来
事

に
つ

い
て

，
事

実
，

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
な

ど
を

，
簡

単
な

語
句

や
文

を
用

い
て

短
く
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
自

分
に

関
す

る
ご

く
限

ら
れ

た
情

報
を

，
簡

単
な

語
句

や
文

を
用

い
て

書
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
ご

く
身

近
な

事
柄

に
つ

い
て

，
簡

単
な

語
句

や
文

を
用

い
て

書
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

(P
re

-
A

1
) 

○
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
発

音
を

聞
い

て
，

ど
の

文
字

で
あ

る
か

が

わ
か

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
挨

拶
や

短
い

ご
く
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

理
解

す
る

こ
と

が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
ゆ

っ
く
り

は
っ

き
り

と
，

繰
り

返
し

話
さ

れ
れ

ば
，

自
分

に
関

す

る
こ

と
や

身
近

で
具

体
的

な
事

物
を

表
わ

す
ご

く
簡

単
な

語

句
や

文
を

聞
き

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
ご

く
身

近
に

あ
る

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
識

別
し

，
発

音
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
音

声
で

十
分

に
慣

れ
親

し
ん

だ
，

ご
く
身

近
で

具
体

的
な

事
物

を
表

わ
す

単
語

を
見

て
，

そ
の

意
味

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

○
挨

拶
や

ご
く
短

い
簡

単
な

指
示

に
応

答
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
相

手
の

サ
ポ

ー
ト

（ゆ
っ

く
り

話
す

，
繰

り
返

す
，

言
い

換

え
る

，
自

分
が

言
い

た
い

こ
と

を
表

現
す

る
の

に
助

け
船

を
だ

し
て

く
れ

る
 

な
ど

）が
あ

れ
ば

，
自

分
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
ご

く
簡

単
な

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ

う
に

す
る

。
 

 

○
定

型
表

現
を

用
い

て
，

簡
単

な
挨

拶
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

○
自

分
や

身
の

回
り

の
物

事
に

関
す

る
ご

く
限

ら
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
話

す
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

 

○
目

的
を

持
っ

て
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
大

文
字

と
小

文
字

を
活

字
体

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
例

文
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

音
声

な
ど

で
十

分
慣

れ

親
し

ん
だ

語
句

や
文

を
書

き
写

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

 

 
「

外
国

語
」

等
に

お
け

る
小

・
中

・
高

等
学

校
を

通
じ

た
国

の
指

標
形

式
の

目
標

（
イ

メ
ー

ジ
）

た
た

き
台

 

複 数 の 力 を 統 合 的 に 扱 う 言 語 活 動 を 通 し て 求 め ら れ る 英 語 力 を 身 に 付 け る  

B
2

 

※
C
E
F
R
と
は
、
シ
ラ
バ
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
手
引
き
の
作
成
、
学
習
指
導
教
材
の
編
集
の
た
め
に
、
透
明
性
が
高
く
分
か
り
や
す
く
参
照
で
き
る
も
の
と
し
て
、

2
0
年
以
上
に
わ
た
る
研
究
を
経
て
、

2
0
0
1
年
に
欧
州
評
議
会
（

C
o
u
n
ci

l 
o
f 
E
u
ro

p
e
）
が
発
表
。

 

B
1

 

別
添

９
  

別
添

1
3
－

３
 

257



　

単
元

名
時

間
＜

題
材

＞
使

用
表

現
単

元
目

標
例

H
F
と

の
関

連

L
e
s
s
o
n
 1

H
e
llo

!
3

<
言

語
・
挨

拶
>

H
e
llo

. 
 G

o
o
d
b
y
e
.

M
y
 n

a
m

e
 i
s
 ～

.
T
h
a
n
k
 y

o
u
.

･
世

界
に

は
様

々
な

言
語

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

英
語

で
の

挨
拶

の
表

現
に

慣
れ

親
し

み
、

自
分

の
名

前
を

言
っ

て
挨

拶
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
1

L
e
s
s
o
n
 2

I'
m

 h
a
p
p
y
.

2
(5

)

<
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
・
感

情
・
様

子
> 感

情
・
様

子
を

表
す

語
H

o
w

 a
re

 y
o
u
?

I'
m

 h
a
p
p
y
.

・
世

界
に

は
様

々
な

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

感
情

や
状

態
を

表
す

語
や

表
現

に
慣

れ
親

し
み

、
表

情
や

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
つ

け
て

挨
拶

と
と

も
に

、
相

手
に

感
情

や
状

態
を

伝
え

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
2

L
e
s
s
o
n
 3

H
o
w

 m
a
n
y
 a

p
p
le

s
?

4
(9

)

<
数

・
身

の
回

り
の

物
>

身
の

回
り

の
物

o
n
e
 ～

 t
e
n

H
o
w

 m
a
n
y
 ～

?

・
言

語
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

特
色

が
あ

る
こ

と
を

知
る

と
と

も
に

、
数

の
言

い
方

や
尋

ね
方

に
慣

れ
親

し
み

、
身

の
回

り
の

も
の

を
数

え
よ

う
と

す
る

。
１

－
L
３

L
e
s
s
o
n
 4

M
y
 r

a
in

b
o
w

5
(1

4
)

<
色

>
色 I 
lik

e
 ～

.
D

o
 y

o
u
 l
ik

e
 ～

?
Y
e
s
, 
I 
d
o
. 
 N

o
, 
I 
d
o
n
't
.

・
英

語
と

日
本

語
の

音
の

違
い

や
、

色
に

つ
い

て
様

々
な

見
方

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

好
き

な
も

の
を

表
わ

し
た

り
、

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

表
現

に
慣

れ
親

し
み

、
好

き
な

も
の

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
4

１
－

L
5

L
e
s
s
o
n
 5

絵
本

教
材

活
用

単
元

：
In

 t
h
e
 A

u
tu

m
n

F
o
re

s
t

4
(1

8
)

<
動

物
>

動
物

・
体

の
部

位
・

形
状

を
表

す
語

 ・
カ

タ
カ

ナ
で

表
す

動
物

と
そ

の
英

語
と

の
音

の
違

い
に

気
付

き
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
英

語
で

の
話

を
聞

い
て

そ
の

大
筋

が
わ

か
り

、
動

物
や

体
の

部
位

、
形

状
を

表
す

語
に

慣
れ

親
し

み
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
英

語
で

の
物

語
を

聞
い

て
そ

の
概

要
を

理
解

し
、

自
分

が
選

ん
だ

動
物

を
紹

介
し

よ
う

と
す

る
。

　

２
－

L
7

L
e
s
s
o
n
 6

T
h
is

 i
s
 m

y
fa

v
o
ri
te

.
4
(2

2
)

<
外

来
語

・
食

べ
物

>
野

菜
・
果

物
・
菓

子
W

h
a
t 

d
o
 y

o
u
 l
ik

e
?

I 
lik

e
 ～

.

１
－

L
6

L
e
s
s
o
n
 7

M
y
 n

a
m

e
5
(2

7
)

<
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

大
文

字
>

A
 ～

 Z
W

h
a
t 

d
o
 y

o
u
 w

a
n
t?

～
, 
p
le

a
s
e
.

・
身

の
回

り
に

は
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

で
表

さ
れ

て
い

る
も

の
が

多
い

こ
と

に
気

付
く
と

と
も

に
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

読
み

方
や

、
何

が
欲

し
い

か
尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
表

現
に

慣
れ

親
し

み
、

相
手

意
識

を
持

っ
て

欲
し

い
も

の
を

尋
ね

た
り

答
え

た
り

し
よ

う
と

す
る

。
１

－
L
6

L
e
s
s
o
n
 8

W
e
lc

o
m

e
 t

o
 o

u
r

m
u
s
e
u
m

.
4
(3

1
)

<
身

の
回

り
の

物
>

身
の

回
り

の
物

・
形

状
を

表
す

語 W
h
a
t 

～
 d

o
 y

o
u
 w

a
n
t?

・
身

の
回

り
の

物
に

関
す

る
外

来
語

と
そ

の
英

語
か

ら
、

日
本

語
と

英
語

の
音

の
違

い
に

気
付

き
、

ど
の

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
か

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
表

現
に

慣
れ

親
し

み
、

相
手

意
識

を
持

っ
て

ど
の

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
か

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
6

L
e
s
s
o
n
 9

W
h
o
 a

m
 I
?

4
(3

5
)

<
動

物
・
身

の
回

り
の

物
>

動
物

・
身

の
回

り
の

物
・
形

状
・
様

子
を

表
す

語
I'
m

 ～
.

・
動

物
や

形
状

・
様

子
を

表
す

語
に

慣
れ

親
し

み
、

あ
る

も
の

を
説

明
し

た
り

、
相

手
意

識
を

持
っ

て
あ

る
物

に
つ

い
て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

し
よ

う
と

す
る

。
１

－
L
7

小
学

校
3
年

生
外

国
語

活
動

週
1
コ

マ
（
H

i, 
fr

ie
n
d
s
! 
1
を

ベ
ー

ス
に

し
た

イ
メ

ー
ジ

）

次
期

学
習

指
導

要
領

の
３

・
４

年
生

の
年

間
指

導
計

画
　

イ
メ

ー
ジ

（
案

）
　

た
た

き
台

平
成

2
8
年

6
月

2
0
日

会
議

後
修

正

別
添

1
3
－

４
 

258



単
元

名
時

間
題

材
・
使

用
表

現
単

元
目

標
例

H
F
と

の
関

連

L
e
s
s
o
n
 1

N
ic

e
 t

o
 m

e
e
t 

y
o
u
.

4
（
４

）

<
世

界
の

言
語

・
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

小
文

字
>

a
 ～

 z
N

ic
e
 t

o
 m

e
e
t 

y
o
u
. 
 M

y
n
a
m

e
 i
s
 ～

. 
 W

h
a
t'
s
 y

o
u
r

n
a
m

e
?

･
様

々
な

言
語

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
小

文
字

や
初

め
て

出
会

っ
た

人
と

の
挨

拶
の

仕
方

に
慣

れ
親

し
み

、
相

手
意

識
を

持
っ

て
挨

拶
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
1

L
e
s
s
o
n
 2

T
u
rn

 r
ig

h
t.

4
（
８

）

<
学

校
・
道

案
内

>
教

室
・
学

校
W

h
e
re

 i
s
 ～

?
G

o
 s

tr
a
ig

h
t.
  

T
u
rn

ri
g
h
t/

le
ft

.

・
世

界
に

は
様

々
な

学
校

生
活

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
学

校
の

中
の

物
や

教
室

名
の

言
い

方
に

慣
れ

親
し

み
、

相
手

意
識

を
持

っ
て

学
校

を
案

内
し

よ
う

と
す

る
。

2
－

L
5

L
e
s
s
o
n
 3

4
（
１

２
）

<
昆

虫
・
自

然
>

自
然

や
位

置
に

関
す

る
語

句
・
自

然
や

位
置

に
関

す
る

語
句

に
慣

れ
親

し
み

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
や

絵
等

、
非

言
語

手
段

を
用

い
て

、
聞

き
手

に
わ

か
り

や
す

く
話

し
た

り
、

わ
か

ら
な

い
語

句
が

あ
っ

て
も

類
推

し
な

が
ら

聞
き

続
け

た
り

し
よ

う
と

す
る

。

2
-
L
5

L
e
s
s
o
n
 4

W
h
a
t'
s
 t

h
is

?
5
（
１

７
）

<
文

字
・
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

大
小

文
字

>
A
a
 ～

 Z
z

W
h
a
t'
s
 t

h
is

?
It
's

 ～
.

・
世

界
に

は
様

々
な

文
字

が
あ

る
こ

と
や

、
身

の
回

り
に

は
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
で

表
さ

れ
て

い
る

も
の

が
多

い
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

身
の

回
り

の
物

や
、

あ
る

も
の

が
何

か
を

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

表
現

に
慣

れ
親

し
み

、
相

手
意

識
を

持
っ

て
あ

る
も

の
が

何
か

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
7

L
e
s
s
o
n
 5

絵
本

教
材

活
用

単
元

：
G

o
o
d
 m

o
rn

in
g
!

5
（
２

２
）

<
一

日
の

生
活

>
動

作
・
気

持
ち

を
表

す
語

I 
h
a
v
e
/
s
tu

d
y
/
p
la

y
 ～

.

・
言

葉
に

は
深

い
意

味
が

あ
る

こ
と

に
気

付
き

、
様

々
な

動
作

や
気

持
ち

を
表

す
表

現
に

慣
れ

親
し

み
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
話

の
概

要
を

理
解

し
よ

う
と

す
る

。
２

－
L
7

L
e
s
s
o
n
 6

T
e
n
 y

e
a
rs

!
4
（
２

６
）

<
職

業
>

職
業

・
身

の
回

り
の

物
・
感

情
を

表
す

語
W

h
a
t 

d
o
 y

o
u
 w

a
n
t 

to
 b

e
?

I 
w

a
n
t 

to
 b

e
 ～

.
  

・
世

界
に

は
様

々
な

職
業

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
、

職
業

を
表

す
語

に
慣

れ
親

し
み

、
就

き
た

い
職

業
に

つ
い

て
聞

い
た

り
言

っ
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

２
－

Ｌ
８

L
e
s
s
o
n
 7

W
h
a
t'
s
 t

h
is

?
 Q

u
iz

4
（
３

０
）

<
ク

イ
ズ

身
の

回
り

の
物

>
動

物
形

状
を

表
す

語
色

・
形

状
W

h
a
t'
s
 t

h
is

?

・
英

語
と

日
本

語
の

音
声

の
違

い
気

に
気

付
き

、
身

の
回

り
の

も
の

の
言

い
方

に
慣

れ
親

し
み

、
二

往
復

以
上

の
や

り
と

り
を

し
よ

う
と

す
る

。

１
－

Ｌ
７

L
e
s
s
o
n
 8

 W
e
lc

o
m

e
 t

o
 m

y
to

w
n
.

5
（
３

５
）

<
自

分
の

住
む

地
域

>
建

物
・
有

名
な

物
を

表
す

語
状

態
・
感

情
を

表
す

語

・
形

、
色

、
形

状
等

の
語

い
や

そ
れ

ら
に

関
す

る
表

現
に

慣
れ

親
し

み
、

あ
る

も
の

に
つ

い
て

説
明

し
よ

う
し

よ
う

と
す

る
。

１
－

L
7

小
学

校
4
年

生
外

国
語

活
動

週
1
コ

マ
（
H

i, 
fr

ie
n
d
s
! 
1
を

ベ
ー

ス
に

し
た

イ
メ

ー
ジ

）
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単
元

名
時

間
題

材
等

目
標

例
（二

重
下

線
部

は
、

H
Fに

設
定

さ
れ

て
い

な
い

部
分

）
H
F
と

の
関

連
・
プ

ラ
ス

し
た

時
数

Le
ss

on
 1

H
el

lo
, e

ve
ry

on
e.

5(
5)

挨
拶

・自
己

紹
介

I 
lik

e/
do

n'
t 

lik
e 

～
.

反
応

・自
分

の
こ

と
に

つ
い

て
簡

単
に

紹
介

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
自

分
の

こ
と

に
つ

い
て

相
手

を
尊

重
し

な
が

ら
伝

え
合

お
う

と
す

る
。

１
－

L1
③

Le
ss

on
  

2
D

o 
yo

u 
ha

ve
 "

a"
?

8(
13

)

身
の

回
り

の
英

語
表

記
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

大
小

文
字 D

o 
yo

u 
ha

ve
 ～

?

・身
の

回
り

に
は

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

で
表

さ
れ

て
い

る
も

の
が

多
い

こ
と

や
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
に

は
読

み
方

と
音

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
読

ん
だ

り
、

あ
る

も
の

を
持

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
を

読
ん

だ
り

書
き

写
し

た
り

、
あ

る
も

の
を

持
っ

て
い

る
か

尋
ね

た
り

答
え

た
り

し
よ

う
と

す
る

。

2-
L1 ④

Le
ss

on
  

3
W

he
n 

is
 y

ou
r

fa
vo

rit
e 

da
y?

8(
21

)

月
日

・季
節

W
he

n 
is

 ～
?

W
hy

?

・世
界

に
は

様
々

な
行

事
が

あ
る

こ
と

に
気

付
き

、
日

程
を

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

自
分

の
大

切
な

日
に

つ
い

て
理

由
を

含
め

て
伝

え
合

っ
た

り
、

丁
寧

に
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
を

書
き

写
し

た
り

し
よ

う
と

す
る

。
２

－
L2

④

Le
ss

on
 4

T
hi

s 
is

 M
E!

8(
29

)

ス
ポ

ー
ツ

・楽
器

身
の

回
り

の
も

の
・動

作
I 
ca

n 
～

.  
C

an
 y

ou
 ～

?

・人
そ

れ
ぞ

れ
で

あ
る

こ
と

に
気

付
き

、
物

語
の

あ
ら

す
じ

を
聞

き
取

っ
た

り
、

で
き

る
こ

と
を

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

自
分

の
で

き
る

こ
と

や
で

き
な

い
こ

と
を

伝
え

合
っ

た
り

、
丁

寧
に

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
書

き
写

そ
う

と
し

た
り

す
る

。
2-

L3 ④

Le
ss

on
 5

T
ur

n 
rig

ht
.

7(
36

) 

建
物

道
案

内
W

he
re

 is
 ～

?

・世
界

の
町

の
様

子
か

ら
日

本
と

の
相

違
点

に
気

付
き

、
道

を
尋

ね
た

り
、

道
案

内
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
相

手
に

わ
か

る
よ

う
に

道
案

内
し

た
り

、
正

確
に

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
書

き
写

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

2-
L4 ④

Le
ss

on
 6

T
hi

s 
is

 o
ur

 t
ow

n!
8（

44
)

自
然

食
べ

物
特

産
物

等
T
hi

s 
is

 ～
.

・自
分

た
ち

の
町

の
様

子
か

ら
、

世
界

と
の

共
通

点
に

気
付

き
、

自
分

た
ち

の
住

む
町

に
つ

い
て

伝
え

合
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

自
分

た
ち

の
住

む
町

の
お

薦
め

を
紹

介
し

よ
う

と
し

た
り

、
正

確
に

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
書

き
写

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

新
規 ⑧

Le
ss

on
 7

M
y 

sc
ho

ol
sc

he
du

le
8(

52
)

教
科

名
曜

日
身

の
回

り
の

も
の

I 
st

ud
y 

～
 o

n 
M

on
da

y.

・世
界

の
同

年
代

の
子

供
の

学
校

生
活

か
ら

自
分

た
ち

と
の

相
違

点
や

共
通

点
、

単
語

は
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
が

ま
と

ま
っ

て
で

き
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
学

校
生

活
に

つ
い

て
説

明
し

合
っ

た
り

、
正

確
に

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
書

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

お
気

に
入

り
の

時
間

を
入

れ
た

時
間

割
を

伝
え

合
お

う
と

す
る

。
１

－
L8

③

Le
ss

on
 8

H
ea

lth
y 

m
en

u
8(

60
)

食
べ

物
食

習
慣

W
ha

t 
w

ou
ld

 y
ou

 li
ke

?

・世
界

に
は

様
々

な
食

生
活

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
、

丁
寧

に
欲

し
い

物
を

尋
ね

、
答

え
た

り
、

正
確

に
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
を

書
き

写
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

健
康

に
良

い
食

事
に

つ
い

て
伝

え
合

お
う

と
す

る
。

１
－

L9
④

Le
ss

on
 9

W
e 

ar
e 

go
od

fr
ie

nd
s.

10
(7

0)

世
界

の
童

話
日

本
の

童
話

Le
t's

 ～
.

・世
界

に
は

子
供

た
ち

に
様

々
な

願
い

を
込

め
て

書
か

れ
た

童
話

等
が

あ
る

こ
と

や
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

が
ま

と
ま

っ
て

単
語

に
な

る
こ

と
に

気
付

き
、

ま
と

ま
っ

た
英

語
の

物
語

を
聞

い
て

，
内

容
が

わ
か

り
，

場
面

に
合

っ
た

セ
リ

フ
を

言
っ

た
り

、
正

確
に

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
書

き
写

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
英

語
で

物
語

の
内

容
を

伝
え

合
お

う
と

す
る

。

2-
L7 ④

小
学

校
5年

生
外

国
語

年
間

70
コ

マ

　
　

短
時

間
学

習
は

…
各

単
元

の
内

、
系

統
性

を
確

保
す

る
た

め
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
学

習
と

、
「繰

り
返

し
の

学
習

」や
「深

ま
り

の
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

」等
と

を
関

連
付

け
な

が
ら

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
、

語
彙

や
表

現
の

定
着

を
図

る
。

次
期

学
習

指
導

要
領

の
５

・
６

年
生

の
年

間
指

導
計

画
　

イ
メ

ー
ジ

（
案

）
　

た
た

き
台

平
成

28
年

6月
20

日
会

議
後

修
正

【
短
時
間
学
習
の
例
・

イ
メ
ー
ジ
】

例
え
ば
、
Le
ss
on

3

自
分

の
大

切
な

日
に

つ
い

て

○
季

節
・月

日
な

ど
の

語
彙

や
日

程
を

尋
ね

た
り

答
え

た

り
す

る
表

現
を

使
う

こ
と

が

で
き

る
。

・「
チ

ャ
ン

ツ
」を

通
し

て
、

季
節

・
月

日
な

ど
の

単
語

に

慣
れ

る
。

・「
ス

テ
レ

オ
ゲ

ー
ム

」を
通

し
て

、
月

日
な

ど
の

単
語

や

日
程

の
尋

ね
方

を
使

え
る

よ
う

に
す

る
。

・
補

助
教

材
ワ

ー
ク

シ
ー

ト

な
ど

を
活

用
し

て
ア

ル
フ

ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

を
丁

寧
に

書

き
写

す
よ

う
に

す
る

。

こ
の

短
時

間
学

習
を

４
５

分

＋
１

５
分

で
６

０
分

と
し

て
、

意
味

の
あ

る
場

面
設

定
の

中
で

、
「深

ま
り

の
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活

動
」
等

を
す

る
こ

と
も

考
え

ら

れ
る

。

主
な

目
標

と
活

動
例
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単
元

名
時

間
題

材
目

標
例

H
F
と

の
関

連
・
プ

ラ
ス

し
た

時
数

Le
ss

on
 1

H
el

lo
, n

ic
e 

to
 m

ee
t

yo
u.

5(
5)

挨
拶

自
己

紹
介

I'm
 ～

.

・世
界

に
は

様
々

な
挨

拶
の

仕
方

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
と

と
も

に
、

簡
単

な
や

り
と

り
を

し
て

自
分

に
つ

い
て

伝
え

合
っ

た
り

、
自

分
の

名
前

を
正

確
に

書
い

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

自
分

に
つ

い
て

相
手

に
わ

か
る

よ
う

に
伝

え
合

お
う

と
す

る
。

１
－

L1
③

Le
ss

on
 2

T
hi

s 
is

 o
ur

 s
ch

oo
l.

8（
13

）

教
室

名
身

の
回

り
の

物
形

状
・気

持
ち

を
表

す
語

I 
lik

e 
～

.

・世
界

の
子

供
た

ち
の

生
活

か
ら

自
分

た
ち

と
の

共
通

点
や

相
違

点
に

気
付

く
と

と
も

に
、

自
分

の
学

校
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

し
た

り
、

学
校

名
を

正
確

に
書

い
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
自

分
た

ち
の

学
校

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

伝
え

合
お

う
と

す
る

。
２

－
L4

④

Le
ss

on
　

3
Le

t's
 g

o 
to

 I
ta

ly
.

8（
21

）

世
界

の
国

々
生

活
I 
w

an
t 

to
 g

o 
to

 ～
.

・世
界

の
国

々
の

様
子

か
ら

日
本

と
の

共
通

点
や

相
違

点
に

気
付

き
、

行
っ

て
み

た
い

国
に

つ
い

て
そ

の
理

由
と

と
も

に
簡

単
に

説
明

し
た

り
、

国
名

を
正

確
に

書
き

写
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
お

薦
め

の
国

に
つ

い
て

伝
え

合
っ

た
り

、
単

語
を

推
測

し
て

読
ん

だ
り

し
よ

う
と

す
る

。
２

－
L5

④

Le
ss

on
 4

W
el

co
m

e 
to

 o
ur

co
un

tr
y.

8(
29

)

日
本

の
特

徴
～

　
is

 ～
.

・日
本

の
様

子
か

ら
世

界
の

国
々

と
の

共
通

点
や

相
違

点
に

気
付

き
、

日
本

に
つ

い
て

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
日

本
の

良
さ

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

相
手

に
わ

か
る

よ
う

に
伝

え
合

い
、

単
語

を
正

確
に

書
き

写
し

た
り

、
推

測
し

て
読

ん
だ

り
し

よ
う

と
す

る
。

新
規 ⑧

Le
ss

on
　

5
W

ha
t 

tim
e 

do
 y

ou
ge

t 
up

?
8（

37
）

一
日

の
生

活
時

刻
I 
ge

t 
up

 a
t 

7:
00

.

・世
界

の
人

々
は

様
々

な
生

活
の

中
で

精
一

杯
生

活
を

営
ん

で
い

る
こ

と
や

、
時

差
が

あ
る

こ
と

、
英

語
と

日
本

と
の

表
記

の
仕

方
の

違
い

に
気

付
き

、
自

分
の

一
日

の
生

活
に

つ
い

て
伝

え
合

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
自

分
の

大
切

に
し

て
い

る
時

間
に

つ
い

て
伝

え
合

い
、

単
語

を
正

確
に

書
き

写
し

た
り

、
推

測
し

て
読

ん
だ

り
し

よ
う

と
す

る
。

２
－

L6
③

Le
ss

on
　

6
A
 le

tt
er

 t
o 

...
.

8（
45

）

動
物

～
　

is
 c

ha
si

ng
 ～

.
・世

界
の

様
々

な
課

題
や

、
英

語
の

語
順

に
気

付
き

、
ま

と
ま

っ
た

内
容

の
話

を
聞

い
て

理
解

し
、

自
分

の
で

き
る

こ
と

を
伝

え
合

い
、

単
語

を
正

確
に

描
き

写
し

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
世

界
の

様
々

な
課

題
に

対
し

て
自

分
が

で
き

る
こ

と
を

伝
え

合
っ

た
り

、
単

語
を

推
測

し
て

読
ん

だ
り

し
よ

う
と

す
る

。

2-
L3

・L
7

⑧

Le
ss

on
 7

M
y 

fa
vo

rit
e 

ev
en

t
8（

53
）

学
校

生
活

M
y 

fa
vo

rit
e 

ev
en

t 
is

～
.

・世
界

の
学

校
生

活
の

様
子

か
ら

日
本

と
の

相
違

点
や

共
通

点
に

気
付

き
、

6年
間

の
小

学
校

生
活

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

伝
え

合
っ

た
り

、
単

語
を

正
確

に
書

き
写

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
思

い
出

に
残

る
行

事
に

つ
い

て
そ

の
理

由
を

含
め

て
伝

え
合

っ
た

り
、

単
語

を
推

測
し

て
読

ん
だ

り
し

よ
う

と
す

る
。

新
規 ⑧

Le
ss

on
 8

W
ha

t 
do

 y
ou

 w
an

t
to

 b
e?

8（
61

）

職
業

気
持

ち
を

表
す

語
I 
w

an
t 

to
 b

e 
a

te
ac

he
r.

・世
界

に
は

様
々

な
夢

を
も

つ
同

年
代

の
子

供
た

ち
が

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
つ

き
た

い
職

業
に

つ
い

て
伝

え
合

っ
た

り
、

単
語

を
正

確
に

書
き

写
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

自
分

の
将

来
に

つ
い

て
伝

え
合

っ
た

り
、

単
語

を
推

測
し

て
て

読
ん

だ
り

し
よ

う
と

す
る

。
２

－
L7

④

Le
ss

on
 9

Ju
ni

or
 H

ig
h 

S
ch

oo
l

Li
fe

9（
70

）

中
学

校
生

活
I 
w

an
t 

to
 e

nj
oy

 ～
.

・中
学

校
生

活
に

つ
い

て
の

ま
と

ま
っ

た
話

を
理

解
し

、
自

分
の

考
え

を
表

現
し

た
り

、
単

語
を

正
確

に
書

き
写

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

中
学

校
生

活
の

期
待

に
つ

い
て

簡
単

な
ス

ピ
ー

チ
を

し
た

り
、

単
語

を
推

測
し

て
読

ん
だ

り
し

よ
う

と
す

る
。

新
規 ⑧

小
学

校
６

年
生

外
国

語
年

間
70

コ
マ

【
短
時
間
学
習
の
例
・

イ
メ
ー
ジ
】

例
え
ば
、

Le
ss
on
 6

学
校

行
事

に
つ

い
て

○
思

い
出

の
学

校
行

事
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
表

現

す
る

と
と

も
に

、
思

い
出

の
学

校
行

事
名

を
正

確
に

書
き

写

す
こ

と
が

で
き

る
。

・「
学

校
行

事
か

る
た

取
り

ゲ
ー

ム
」を

通
し

て
、

学

校
行

事
を

表
す

単
語

に

慣
れ

る
。

・「
チ

ャ
ン

ツ
」を

通
し

て
、

行
事

の
言

い
方

を
使

え

る
よ

う
に

す
る

。

・「
学

校
行

事
名

の
文

字
を

な

ぞ
る

」活
動

を
通

し
て

文
字

を

正
確

に
書

き
写

す
よ

う
に

す

る
。 こ
の

短
時

間
学

習
を

4５
分

＋
１

５
分

で
６

０
分

と

し
て

、
意

味
の

あ
る

場
面

設

定
の

中
で

、
「深

ま
り

の
あ

る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

活
動

」

等
を

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
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な
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動
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・
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
中
心
と
し
た
発
信
力
の
強
化

 
・
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス

 
 
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
語
活
動
が
中
心

 
・
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
や
考
え
な
ど
を
活
用
し
て

 
 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
統
合
型
の
言
語
活
動

 

 
 

    

  ・
「
聞
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」

 
 
を
総
合
的
に
育
成
（
受
信
・
発
信
の
バ
ラ
ン
ス
）

 
・
明
確
な
目
標
（
英
語
を
用
い
て
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
）

 
 
を
達
成
す
る
た
め
の
構
成
・
内
容

 
・
複
数
の
力
を
統
合
さ
せ
た
言
語
活
動
が
中
心

 
・
「
英
コ
ミ
ュ
Ⅰ
」
は
中
学
校
段
階
で
の
学
習
の
確
実
な
定
着

 
 
（
高
等
学
校
へ
の
橋
渡
し
）
を
含
む
。

 

  
 

高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
）

 
 
 
 

・
生
徒
の
英
語
力
に
つ
い
て
，
「
聞
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
全
般
，
特
に
「
話
す
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
が
課
題

 
・
英
語
の
学
習
意
欲
に
課
題

 
・
言
語
活
動
、
特
に
、
統
合
型
の
言
語
活
動
（
例
：
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
活
動
）
が
十
分

 
 

 
で
は
な
い

 
・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い
て
、
英
語
学
習
に
関
す
る
生
徒
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
必
要

 
 

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
話
し
手
・
読
み
手
・
書
き
手
に
配
慮
し

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
話
題
か
ら
時
事
問
題
や
社
会
問

題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た
り
す
る
能
力
を
養
う

 

外 国 語 

現 行 科 目  改 訂 の 方 向 性 （ 案 ） 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅲ

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
基

礎
 

英
語

表
現
Ⅱ

 
英

語
表

現
Ⅰ

 
英

語
会

話
 

課 題 

Ⅰ ↓ Ⅲ へ 内 容 の 高 度 化
 

・ 話 題 の 多 様 化
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
 

Ⅰ
 

（
必

履
修

）
 

発
信

力
が

弱
い

 

「
聞

く
こ

と
」
「
読

む
こ

と
」
「
話

す
こ

と
」
「
書

く
こ

と
」
の

総
合

型
 

(必
履

修
科

目
を

含
む

)の
科

目
を

核
と

す
る

 
 

発
信

能
力

の
育

成
を

さ
ら

に
強

化
す

る
 

 
生

徒
が

実
社

会
や

実
生

活
の

中
で

、
自

ら
が

課
題

を
発

見
し

、
主

体
的

・
協

働
的

に
探

求
し

、
英

語
で

考
え

や
気

持
ち

を
互

い
に

伝
え

合
う

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
習

 

 
 

英
語

に
よ

る
思

考
力

・判
断

力
・表

現
力

を
高

め
る

見
直

し
 

育 成 を 目 指 す

資 質 ・ 能 力 等 

学
習

指
導

要
領

に
掲

げ
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を

確
実

に
育

成
す

る
た

め
の

指
標

形
式

の
目

標
を

段
階

的
に

設
定

 

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

・Ⅱ
・Ⅲ

（仮
称

） 
論

理
・
表

現
Ⅰ

･Ⅱ
･Ⅲ

（
仮

称
） 

併
せ

て
専

門
教

科
「
英

語
」
の

各
科

目
も

見
直

し
 

⇒
 

総
合

英
語
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

（仮
称

）
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
＆

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
Ⅰ

・Ⅱ
 

 
 

 
 

 
（
仮

称
）
，

エ
ッ

セ
ー

・ラ
イ

テ
ィ

ン
グ
Ⅰ

・Ⅱ
（
仮

称
） 

別
添

1
3
－

５
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現
状

 

【
高
等
学
校
】
 

○
目
標
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

 
○
授
業
は
外
国
語
で
行
う
こ
と
が
基
本

 

【
中
学
校
】
 

教
科
型
を
通
じ
た
「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
」
 

「
書
く
こ
と
」
の
総
合
的
育
成

 
○
目
標
：
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力
の
基
礎
を
養
う

 
○
前
回
改
訂
で
週
３
⇒
週
４
に
増

 

【
小
学
校
高
学
年
】
 

○
目
標
：
「
聞
く
」「
話
す
」
を
中
心
と
し
た
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

 
 

 
 
 
能
力
の
素
地
を
養
う

 
○
学
級
担
任
を
中
心
に
指
導

 

 

年
間

3
5

単
位

時
間

 
 【
小
学
校
中
学
年
】

 

○
 
外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
相
手
に
配
慮
し
な
が
ら

聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う
。

 
○

 
主
に
学
級
担
任
が

A
L
T
等
を
一
層
積
極
的
に
活
用
し
た
Ｔ
･Ｔ
を
中
心
と
し
た
指
導
。

 

年
間

３
５

単
位

時
間

（
週

１
コ

マ
程

度
）

 

 
 

 
 

 
【
小
学
校
高
学
年
】

 

目
標
例
：
例
え
ば
、
馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き
な
も
の
や
、
家
族
、
一
日
の
生
活

 
 

 
 

 
 
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
○

 
外
国
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
相
手
に
配
慮
し
な
が
ら
聞
い
た
り
話
し
た
り

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
態
度
の
育
成
も
含
め
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
。

 
○

 
学
級
担
任
が
専
門
性
を
高
め
指
導
、
併
せ
て
専
科
指
導
を
行
う
教
員
を
活
用
、

A
L
T
等
を
一
層

 
 

 
積
極
的
に
活
用
。

 

年
間

7
0

単
位

時
間

 

 
 
外
国
語
教
育
の
抜
本
的
強
化
の
イ
メ
ー
ジ

 

高 等 学 校 基 礎 学 力 

テ ス ト （ 仮 称 ） 

高
校

卒
業

レ
ベ

ル
 

で
3

0
0

0
語

 

教
科

型
 

教
科
と
し
て
系
統
的
に
学
ぶ
た
め
、
短
時
間
学
習
や
、
４
５
分
に
１
５
分
を
加
え
た
６
０
分
授
業
の
設
定
等
の

 
柔
軟
な
時
間
割
編
成
を
可
能
と
す
る

 

活
動

型
 

外
国
語
活
動
が
成
果
を
上
げ
、
児
童
の
「
読
む
」
「
書

く
」
も
含
め
た
系
統
的
な
学
習
へ
の
知
的
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
状
況

 

活
動
型

 

年
間

1
4

0
単

位
時

間
（

週
4
コ

マ
程

度
）

 

・
国
の
目
標

(英
検
３
級
程
度
等
５
０

%
)→

現
状
３
５
％

 
・
言
語
活
動
が
十
分
で
な
い

 

国
の
目
標
（
英
検
準
２
～
２
級
程
度
等
５
０
％
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
→
現
状
３
２
％

 
・
生
徒
の
学
習
意
欲
、
「
書
く
」
「
話
す
」
に
課
題

 
・
言
語
活
動
が
十
分
で
な
い

 

 
【
高
等
学
校
】

 

目
標
例
：
例
え
ば
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
新
聞
記
事
を
速
読
し
て
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
社
会

 
  

  
  

  
  
的
な
問
題
や
時
事
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
課
題
研
究
し
た
こ
と
を
発
表
・
議
論
し
た

 
  

  
  

  
  
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
○

 
外
国
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
他
者
に
配
慮
し
な
が
ら
、
幅
広
い
話
題

に
つ
い
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
外
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た
り
す
る
能
力
を

養
う
。

 
○

 授
業
を
外
国
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、

 
 

 
①
「
聞
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
総
合
的
に
扱
う
言
語
活
動

 
 

 
②
特
に
、
課
題
が
あ
る
「
話
す
こ
と
」
、
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
発
信
力
を
強
化
す
る
言
語
活
動

 
 

 
 
を
充
実

 （
発
表
、
討
論
・
議
論
、
交
渉
等
）
。

 

 
【
中
学
校
】

 
目
標
例
：
例
え
ば
、
短
い
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
し
て
、
そ
の
概
要
を

 
 

 
 

 
 
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
○

 
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
外
国
語
で
伝
え
合
う
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視
し
た
授
業
を
外
国

 
 

 
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

 
○

 
外
国
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
他
者
に
配
慮
し
な
が
ら
、
具
体
的
で
身
近

 
 

 
な
話
題
に
つ
い
て
の
理
解
や
表
現
、
簡
単
な
情
報
交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。

 

  
 

年
間

1
4

0
単

位
時

間
 

新
た
な
外
国
語
教
育
 

大
学
や
海
外
、
社
会
で
英
語
力
な
ど
を
伸
ば
す
基
盤
を
確
実
に
育
成

 

改
善
の

 
た
め
の

 
P
D

C
A

 
サ
イ
ク
ル

 

改
善
の

 
た
め
の

 
P
D

C
A

 
サ
イ
ク
ル

 

成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
我

が
国
の
価
値
を
海
外
展
開
し

た
り
、
厳
し
い
交
渉
を
勝
ち

抜
く
人
材
の
育
成

 

年
間

3
5

単
位

時
間

 

 
 

 
 

 
【
小
学
校
】

 

高
で

 

1
8

0
0
語

 

  中
で

 

1
2

0
0
語

 

  

※
C
E
F
R
と
は
、
シ
ラ
バ
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

手
引
き
の
作
成
、
学
習
指
導
教
材
の
編
集
の
た

め
に
、
透
明
性
が
高
く
分
か
り
や
す
く
参
照
で

き
る
も
の
と
し
て
、

2
0
年
以
上
に
わ
た
る
研
究

を
経
て
、

2
0
0
1
年
に
欧
州
評
議
会
（

C
o
u
n
c
il
 

o
f 

E
u
ro

p
e
）
が
発
表
。

 
 

     

高
校

で
1

8
0

0
～

2
5

0
0
語

 
程

度
 

中
学

校
で

1
6

0
0

～
1

8
0

0
語

程
度

 

小
学

校
で

6
0

0
～

7
0

0
語

程
度

 

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 

高
校

卒
業

レ
ベ

ル
で

 

4
0

0
0
語

～
5
0

0
0
語

程
度

 

C
E

F
R

 

Ｂ
２

 

Ｂ
１

 
 

Ａ
２

 

   
Ａ

１
 

        

参
考

資
料
 

263



              

 
外
国
語
教
育
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」を
働
か
せ
た
深
い
学
び
と
資
質
・
能
力
の
育
成
（
イ
メ
ー
ジ
案
）
  

 

資
質
・
能
力
の
例

 

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
っ
て
、
自

分
の
こ
と
や
身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い

て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質
問
に
答

え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

 

馴
染
み
の
あ
る
表
現
を
使
っ
て
、
自

分
の
好
き
な
も
の
や
一
日
の
生
活
な

ど
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質

問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力

 

○
具

体
的

で
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
学

校
、

地
域

、
他

教
科

等
で

の
学

習
内

容
等

と
関

連
付

け
な

が
ら

、
互

い
の

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
外

国
語

で
適

切
に

伝
え

合
う

力
 

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 

○
日

常
的

な
話

題
か

ら
時

事
問

題
や

社
会

問
題

ま
で

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

外
国

語
で

的
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
伝

え
合

っ
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 

指
標
形
式
の
目
標

(「
話
す
こ
と
」の
例

) 

(例
) 

 
・
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題

に
つ
い
て
、
簡
単
な
外
国
語
を
用
い

て
情
報
や
意
見
を
交
換
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

(例
) 

 
 

・
身
近
で
簡
単
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

初
歩
的
な
英
語
で
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

（
例
）

 
・
身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い

て
、
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て

即
興
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

(例
) 

 
・
自
分
や
身
の
回
り
の
ご
く
限
ら
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
気
持
ち

な
ど
を
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
す

る
。
 

 
思

考
力

・
判

断
力

・
 

表
現

力
等

の
育

成
 

情
意

・
態

度
の

 
育

成
 

概
念

的
な

知
識

 
の

獲
得

 

「 見 方 や 考 え 方 」 の 成 長 ・ 発 展 
小

学
校

（高
学

年
）
 

小
学

校
（中

学
年

）
 

中
学

校
 

高
等

学
校

 

小
学
校
（
中
学
年
）

 
小
学
校
（
高
学
年
）

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 

小
・

中
・

高
等

学
校

で
一

貫
し

た
目

標
(指

標
形

式
の

目
標

を
含

む
)の

下
で

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
「

学
習

プ
ロ

セ
ス

」
を

経
る

こ
と

に
よ

る
思

考
力

や
判

断
力

の
深

ま
り

 
、

外
国

語
に

よ
る

表
現

力
の

向
上

、
主

体
的

・
自

律
的

に
学

習
す

る
態

度
の

育
成

な
ど

を
通

じ
、

的
確

に
理

解
し

適
切

に
伝

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
育

成
 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
、
主
体
的
・
自
律
的
な

態
度
に
基
づ
く
、
的
確
に

理
解
し
適
切
に
伝
え
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成

 

目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

 

 
思

考
力

・
判

断
力

 
・

表
現

力
の

育
成

 

【
学

習
プ

ロ
セ

ス
】

 

①
目

的
の

設
定

・
理

解
 

②
目

的
に

応
じ

た
発

信
ま

で
の

方
向

性
の

決
定

・
 

 
言

語
活

動
等

の
見

通
し

 

③
目

的
実

現
の

た
め

の
言

語
活

動
（

「
聞

く
こ

と
」

「
読

む
こ

と
」

「
話

す
こ

と
」

「
書

く
こ

と
」

の
統

合
型

）
 

④
ま

と
め

と
振

り
返

り
 

【
見
方
や
考
え
方
の
例
】 

外
国
語
で
表
現
し
伝
え
合
う
た

め
、
外
国
語
や
そ
の
背
景
に
あ

る
文
化
を
、
社
会
や
世
界
、
他

者
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
捉

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

目
的
・
場
面
・
状
況
等
に
応
じ

て
、
情
報
や
自
分
の
考
え
な
ど

を
形
成
、
整
理
、
再
構
築
す
る

こ
と

 

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照

 次 の 活 動 へ 

・
対
話
的
な
学
び

 

・
深
い
学
び

 

・
主
体
的
な
学
び
へ
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①
【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

 
簡

単
な

語
句

や
表

現
を

使
っ

て
、

自
分

の
こ

と
や

 
身

の
回

り
の

こ
と

に
つ

い
て

話
し

た
り

聞
い

た
り

し
て

、
外

国
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
体

験
す

る
。

 
 

 
 

 

2
0
1
6
0
6
2
8
案

 

①
 【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

 
馴

染
み

の
あ

る
定

型
表

現
を

使
っ

て
、

自
分

の
好

き
な

も
の

や
、

一
日

の
生

活
な

ど
に

つ
い

て
、

友
達

に
質

問
し

た
り

質
問

に
答

え
た

り
で

き
る

。
 

 

①
 【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

 

具
体

的
で

身
近

な
話

題
の

概
要

・
要

点

を
正

確
に

理
解

し
、

考
え

や
気

持
ち

等

を
適

切
に

伝
え

た
り

、
簡

単
な

情
報

交

換
を

し
た

り
で

き
る

。
 

①
 【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

 

日
常

生
活

や
社

会
生

活
に

関
す

る
幅

広

い
話

題
の

概
要

・
要

点
を

的
確

に
理

解

し
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

適
切

に
伝

え

る
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

③
【

目
標

実
現

の
た

め
の

活
動

例
】

 
使

用
表

現
に

つ
い

て
理

解
し

た
り

、
練

習
し

た
り

す
る

活
動

・
お

互
い

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

合
う

活
動

 
【

言
語

の
使

用
場

面
の

例
】

 
・

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

：
挨

拶
、

自
己

紹
介

、
買

物
、

食
事

、
道

案
内

 
・

児
童

の
身

近
な

暮
ら

し
に

か
か

わ
る

場
面

：
家

庭
生

活
、

学
校

で
の

学
習

・
活

動
、

地
域

行
事

、
子

ど
も

の
遊

び
 

【
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
働

き
の

例
】

 
・

相
手

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

、
気

持
ち

を
伝

え
る

、
事

実
を

伝
え

る
、

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
、

相
手

の
行

動
 

 
 

を
促

す
 

③
 【

目
標

実
現

の
た

め
の

活
動

例
】

 
・

言
語

材
料

に
つ

い
て

理
解

し
た

り
練

習
し

た
り

す
る

活
動

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
互

い
の

考
え

や
気

持
ち

を
伝

え
合

う
活

動
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
文

字
や

単
語

等
の

認
識

を
深

め
た

り
、

日
本

語
と

 
 

 
英

語
の

音
声

の
違

い
や

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
や

語
順

に
気

付
い

た
り

す
る

活
動

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

言
語

の
使

用
場

面
の

例
】

 
・

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

挨
拶

、
自

己
紹

介
、

買
物

、
食

事
、

道
案

内
 

・
児

童
の

身
近

な
暮

ら
し

に
か

か
わ

る
場

面
：

家
庭

生
活

、
学

校
で

の
学

習
・

活
動

、
地

域
行

事
、

子
ど

も
の

遊
び

 
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

働
き

の
例

】
 

・
相

手
と

の
関

係
を

円
滑

に
す

る
、

気
持

ち
を

伝
え

る
、

事
実

を
伝

え
る

、
考

え
や

意
図

を
伝

え
る

、
相

手
の

行
動

 
 

を
促

す
 

③
 【

目
標

実
現

の
た

め
の

活
動

例
】

 
・

言
語

材
料

に
つ

い
て

理
解

し
た

り
練

習
し

た
り

す
る

活
動

 
・

互
い

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

合
う

活
動

 
※

具
体

的
な

場
面

に
合

っ
た

適
切

な
表

現
を

自
ら

考
え

て
言

語
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

 
※

小
学

校
で

扱
っ

た
語

、
表

現
等

を
繰

り
返

し
学

ぶ
。

そ
の

際
、

小
学

校
と

は
異

な
る

場
面

や
文

脈
で

活
用

 
【

言
語

の
使

用
場

面
の

例
】

 
・

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

：
挨

拶
、

自
己

紹
介

、
買

物
、

食
事

、
道

案
内

、
旅

行
、

電
話

 
・

生
徒

の
身

近
な

暮
ら

し
に

関
わ

る
場

面
家

庭
生

活
、

学
校

で
の

学
習

・
活

動
、

地
域

行
事

 
【

言
語

の
働

き
の

例
】

 
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

る
、

気
持

ち
を

伝
え

る
、

情
報

を
伝

え
る

、
考

え
や

意
図

を
伝

え
る

相
手

 
 

 
の

行
動

を
促

す
 

③
 【

目
標

実
現

の
た

め
の

活
動

例
】

 
  
 ・

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

的
確

に
理

解
す

る
活

動
 

  
 ・

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
話

し
た

り
書

い
た

り
し

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

適
切

に
伝

え
合

う
活

動
 

  
 ・

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
発

表
、

討
論

・
議

論
、

交
渉

な
ど

を
行

う
活

動
 

  
  
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

設
定

】
 

 
・

「
聞

く
こ

と
」

「
読

む
こ

と
」

「
話

す
こ

と
」

「
書

く
こ

と
」

の
基

礎
的

な
能

力
（

必
履

修
科

目
）

  
 

 
 ⇒

 的
確

に
理

解
し

、
適

切
に

伝
え

合
う

 能
力

（
必

履
修

科
目

＋
選

択
科

目
）

 
 

・
英

語
話

者
が

理
解

で
き

る
程

度
の

英
語

（
必

履
修

科
目

）
 

 
 

  
⇒

 英
語

話
者

が
理

解
で

き
る

程
度

の
英

語
＋

あ
る

程
度

の
流

暢
さ

（
必

履
修

科
目

＋
選

択
科

目
）

 
 

 【
話

題
の

設
定

】
 

  
  
身

近
な

話
題

及
び

日
常

的
な

話
題

や
関

心
の

あ
る

分
野

 （
必

履
修

科
目

）
 

 
 

 ⇒
 時

事
的

な
話

題
や

社
会

問
題

な
ど

（
必

履
修

科
目

＋
選

択
科

目
）

 
  
  
【

情
報

や
考

え
な

ど
の

発
表

・
や

り
と

り
に

関
す

る
言

語
活

動
の

設
定

】
 

  
 ・

（
発

表
）

  
  
  
ス

ピ
ー

チ
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

 
  
 ・

（
や

り
取

り
）

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
 

  
  
  
※

小
・

中
学

校
で

扱
っ

た
語

い
や

表
現

等
を

繰
り

返
し

学
ぶ

。
そ

の
際

、
小

・
中

学
校

と
は

異
な

る
場

面
や

 
 

 
 

文
脈

で
活

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
、

ス
パ

イ
ラ

ル
に

学
習

す
る

 
  
  
  
※

具
体

的
な

言
語

の
使

用
場

面
に

即
し

た
適

切
な

表
現

を
自

ら
考

え
て

言
語

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
 

  
  
  
※

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

や
グ

ル
ー

プ
・

ワ
ー

ク
を

学
習

形
態

の
基

本
と

す
る

 

④
・

言
語

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

話
し

て
伝

え
た

こ
と

を
よ

り
正

確
に

書
く

な
ど

）
 

 ・
内

容
面

で
の

ま
と

め
と

振
り

返
り

（
受

信
し

た
こ

と
や

発
信

し
た

こ
と

の
整

理
な

ど
）

 

④
・

言
語

面
で

の
ま

と
 

 
め

と
振

り
返

り
 

【
例

】
流

暢
さ

を
重

 
 

視
し

た
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
活

動
の

後
で

、
正

確
さ

を
よ

り
重

視
し

た
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

る
言

語
の

質
的

な
高

ま
り

 
・

内
容

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
 

【
例

】
得

ら
れ

た
情

報
 

 
や

考
え

な
ど

を
整

理
す

る
こ

と
に

よ
る

思
考

の
深

化
 

④
 ・

言
語

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

活
用

し
た

言
語

表
現

等
に

つ
い

て
の

気
づ

き
な

ど
も

含
む

）
 

・
内

容
面

で
の

ま
と

め
と

振
り

返
り

（
得

ら
れ

た
情

報
や

そ
れ

に
つ

い
て

の
考

え
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

体
験

し
て

の
感

想
な

ど
）

 
 

④
・

内
容

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

得
ら

れ
た

情
報

に
つ

い
て

の
感

想
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

体
験

し
て

の

感
想

な
ど

）
 

小
学

校
 

（
高

学
年

）
 

中
学

校
 

高
等

学
校

 

○
馴

染
み

の
あ

る
定

型
表

現
を

使
っ

て
、

 
 

自
分

の
好

き
な

も
の

や
、

一
日

の
生

活
 

 
等

に
つ

い
て

、
友

達
に

質
問

し
た

り
、

 
 

質
問

に
答

え
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
 

 
 

シ
ョ

ン
力

 

 ○
具

体
的

で
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
 

 
 

学
校

、
地

域
、

他
教

科
等

で
の

学
習

 
 

内
容

等
と

関
連

付
け

な
が

ら
、

お
互

 
 

い
の

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
外

国
語

 
 

で
適

切
に

伝
え

合
う

能
力

 
 ○

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

こ
と

を
活

 
 

用
し

て
話

し
た

り
書

い
た

り
し

て
発

 
 

 
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
  ○

日
常

的
な

話
題

か
ら

時
事

問
題

や
社

会
 

 
問

題
ま

で
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

、
情

 
 

報
や

考
え

な
ど

を
外

国
語

で
的

確
に

理
 

 
解

し
た

り
適

切
に

伝
え

合
っ

た
り

す
る

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
 ○

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

こ
と

を
活

用
 

 
し

て
話

し
た

り
書

い
た

り
し

て
発

信
す

 
 

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

 ○
簡

単
な

語
句

や
表

現
を

使
っ

て
、

自
分

 
 

の
こ

と
や

身
の

回
り

の
こ

と
に

つ
い

て
、

 
 

友
達

に
質

問
し

た
り

質
問

に
答

え
た

り
 

 
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い

 

目
的
の
設
定
・
理
解

 
目
的
に
応
じ
た

 
発
信
ま
で
の
方
向
性
の
決
定
・

 
言
語
活
動
等
の
見
通
し

 

目
的
実
現
の
た
め
の
言
語
活
動

（
「
聞
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
「
話

す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
の
統
合
型
）

 

言
語
・
内
容
の
両
面
に
お
け

る
ま
と
め
と
振
り
返
り

 

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

 
外
部
と
の
相
互
作
用

 
次
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

に
お

け
る

目
的

の
設
定
・
活
動
へ

 

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い

 

外
国

語
活

動
・

外
国

語
科

の
 

学
習

過
程

の
イ

メ
ー

ジ
（

案
）

 

目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

 

資
質

・
能

力
の

例
に

つ
い

て
 

小
学

校
 

（
中

学
年

）
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コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
活
用
・
普
及

 
 
 

2
0

2
1
年

度
 

（
3

3
年

度
）

 
2

0
1

5
年

度
 

（
2

7
年

度
）

 
2

0
1

6
年

度
 

（
2

8
年

度
）

 

2
0

1
7
年

度
 

（
2

9
年

度
）

 
2

0
1

8
年

度
 

（
3

0
年

度
）

 
2

0
1

9
年

度
 

（
3

1
年

度
）

 

 

2
0

2
0

年
度

（
3

2
年

度
）

 

 
2

0
1

4
年

度

（
2

6
年

度
）

 

2
0

0
0

0
 

0
 

新
学
習
指
導
要
領

 

小
学
校
全
面
実
施
（
3
2
年
度
）
 

中
・高
等
学
校
は
順
次
実
施

 

    

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
改
革
実
施
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（イ
メ
ー
ジ
）
 

（
小

学
校

数
）

 

研
究

開
発

学
校

・
教

育
課

程
特

例
校

 
（
現

行
の

教
育

課
程

の
基

準
に

よ
ら

な
い

）
 

国
が

定
め

る
標

準
授

業
時

数
に

上
乗

せ
し

て
実

施
す

る
小

学
校

 

教
科
書
の
作
成

 

新
た
な
補
助
教
材
配
布
・
検
証

 

 
 

 
 

 
 
小
学
校

 
新
学
習
指
導
要
領
を

 
段
階
的
に
先
行
実
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
学

習
指

導
要

領
（
小

学
校

英
語

）
の

先
行

実
施

 

1
0

0
0

0
 

1
5

0
0

0
 

5
0

0
0

 

新
C
S
対
応

 
教
材
の
作
成

 

＜
小
・
中
・
高
等
学
校
共
通
＞
 

＜
小
学
校
体
制
整
備
＞
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 

新
C
S
対
応
教
材
の
配
布

 

教
科
書
の
配
布

 

※
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

に
関
す
る
教
育
の
充
実
も
含
む

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

（
伝
統
文
化
・
歴
史
の
重
視
等
） 

教
科
書
の
検
定

 
教
科
書
の
採
択

 

＜
中
・
高
等
学
校
体
制
整
備
＞

 

県
等
が
実
施
す
る
研
修
を
継
続

 

 
 
○
中
・
高
等
学
校
「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
養
成
研
修

 
 
 
○
中
・
高
等
学
校
英
語
教
員
指
導
力
向
上
研
修

 
 

※
「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
等
に
よ
る
域
内
研
修
、
研
修
用
映
像
教
材
の
活
用
等

 

A
L
T
等
の
配
置
拡
大
・
指
導
力
向
上
研
修

 

 
 
引
き
続
き
指
導
力
向
上
等
の
取
組
を
推
進

 
 
 

 

県
等
が
実
施
す
る
研
修
を
継
続

 

 
 
 
○
小
学
校
「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成
研
修
・
加
配
措
置

 
 
 

  
 
 
 
○
小
学
校
担
任
の
英
語
指
導
力
向
上
研
修
（
3
・
4
年
担
任
約

7
.1
万
人
、
5
・
6
年
担
任
約

7
.3
万
人
）
 

  
※
小
学
校
「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
等
に
よ
る
校
内
研
修
、
研
修
用
映
像
教
材
の
活
用
等

 

学
習
指
導
要
領

（
C
S
）
改
訂

 

補
助
教
材
開
発

 

教
科
化
に
向
け
た
「
免
許
法
認
定
講
習
」
等
の
開
発
・
実
施
支
援

 

＜
小
学
校
英
語
教
材
＞
 

英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
の
指
定
等
に
よ
る
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
先
進
的
な
取
組
の
促
進

 

平
成

2
7
年

1
2
月

 

 
 
英
語
教
員
の
英
語
力
・
指
導
力
強
化
の

 
 
 
た
め
の
調
査
研
究

 
＊
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
・
実
証
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
等

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
抜
本
的
改
善
の
た
め
の
指
導
方
法
等

 
に
関
す
る
研
究
開
発

 

（
新
課
程
の
認
定
） 

（
新
課
程
の
実
施
） 

（
イ
メ
ー
ジ
）
 

中
学
校
全
面
実
施

（
3
3年

度
）

 

高
校
学
年
進
行

 
（

3
4年

度
）

 

小
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

 
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議

 

1
1

 

参
考

資
料
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（１３）情報 

① 現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた情報科の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 近年、情報技術は急激な進展を遂げ、社会生活や日常生活に浸透するなど、子供たち

を取り巻く環境は劇的に変化している。今後、人々のあらゆる活動において、そうした

機器やサービス、情報を適切に選択・活用していくことがもはや不可欠な社会が到来し

つつある。それとともに、今後の高度情報社会を支えるＩＴ人材の裾野を広げていくこ

との重要性が、各種政府方針等により指摘されている。そうした中、情報科は高等学校

における情報活用能力育成の中核となってきたが、情報の科学的な理解に関する指導が

必ずしも十分ではないのではないか、情報やコンピュータに興味・関心を有する生徒の

学習意欲に必ずしも応えられていないのではないかといった課題が指摘されている。 

○ こうしたことを踏まえ、小・中・高等学校を通じて、情報を主体的に収集・判断・表

現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる力や情報モラル等、

情報活用能力を育む学習を一層充実するとともに、高等学校情報科については、生徒の

卒業後の進路等を問わず、情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を育むこと

が一層重要となってきている。 

ⅱ）課題を踏まえた情報科の目標の在り方 

○ 情報科は、小・中・高等学校の各教科等の指導を通じて行われる情報教育の中核とし

て、小・中学校段階からの問題発見・解決や情報活用の経験の上に、情報や情報技術を

問題の発見と解決に活用するための科学的な理解や思考力等を育み、ひいては、生涯に

わたって情報技術を活用し現実の問題を発見し解決していくことができる力を育む教

科と位置付けられる。そこで、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学

びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って整理された小・中・高等学校の各教科等

の学習を通じて全ての生徒に育成を目指す情報に関わる資質・能力を踏まえ、情報科に

おいて育成を目指す資質・能力を整理し（別添１４‐１を参照）、さらに、これを踏ま

えて情報科の教科目標を示すことが必要である。（小・中・高等学校を通じた情報教育

と高等学校情報科の位置付けのイメージについて、別添１４‐２を参照）。 

○ 情報活用能力については従前から情報教育の目標の３観点が示され、主として情報活

用能力を育むための指導内容や学習活動を具体的にイメージしやすくし指導を充実さ

せることに寄与してきた。今後、「三つの柱」による資質・能力の視点を踏まえること

により、育成を目指す資質・能力とも関わらせながら具体的な指導内容や学習活動が一

層イメージしやすくなるものと考えられる。 

ⅲ）情報科における「見方・考え方」 
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○ この際、情報科は、情報と情報技術に関する理解と技能とを基盤として、問題を発見・

解決する能力や態度を育むことを目的としてきており、いわば情報技術の活用による問

題の発見・解決の過程や手法そのものをも学ぶ教科であるということが情報科の特徴で

あり、情報科における「見方・考え方」とは、「事象を情報とその結び付きとして捉え、

問題の発見・解決に向けた情報技術の適切かつ効果的な活用（プログラミング、モデル

化とシミュレーション、情報デザイン等）について考えること」であると整理した。 

○ なお、情報科は、小・中・高等学校の各教科等の指導を通じて行われる情報教育の中

核であるから、カリキュラム・マネジメントを通じた、中学校の関連する教科等との縦

の連携、高等学校の他教科等との横の連携も極めて重要である。 

② 具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 情報科の学習は、社会、産業、生活、自然等の種々の事象の中から問題を発見し、プ

ログラムを作成・実行したりシミュレーションを実行したりするなど、情報技術を活用

して問題の解決に向けた探究を行うという過程を通して展開される。実際の学習過程に

は多様なものがあると考えられるが、一例としては、次のようなプロセスが考えられる。

（別添１４‐３を参照）。 

①社会、産業、生活、自然等の事象の中からの問題の発見（モデル化や統計的手法等を

活用） 

②情報の収集・分析による問題の明確化、解決の方向性の決定 

③合理的判断に基づく解決方法の選択、手順の策定や基本設計 

④情報技術の適用・実行 

⑤得られた結果を社会、産業、生活、自然等の問題に適用して有効に機能するか等につ

いての検討 

（これらのプロセスに並行して、情報や情報技術等に関する知識の習得を行う。） 

イ 指導内容の示し方の改善 

○ 情報科においては、学習過程は上で述べたように多様なものが考えられるが、資質・

能力を明確に示すことによって、具体的にどのような指導を行えばよいのかがイメージ

しやすくなるものと考えられることから、教育内容については、情報科で育む資質・能

力を、情報技術と情報を扱う方法にしたがって整理した上で、それぞれの教育内容を更

に資質・能力の整理に沿って示していくことが適当である。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

ア 科目構成の見直し 
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○ 情報科の科目構成については、現行の「社会と情報」及び「情報の科学」の２科目か

らの選択必履修を改め、問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点

から捉え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を全ての生徒に育む共通必履修科目

としての「情報Ⅰ（仮称）」を設けるとともに、「情報Ⅰ（仮称）」において培った基

礎の上に、問題の発見・解決に向けて、情報システムや多様なデータを適切かつ効果的

に活用する力や情報コンテンツを創造する力を育む選択科目としての「情報Ⅱ（仮称）」

を設けることが適当である。（別添１４-４を参照） 

イ 教育内容の見直し 

○ 情報科については、情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を育むとともに、

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための科学的な考え方等を育むことが求

められている。そのため、具体的には、コンピュータについての本質的な理解に資する

学習活動としてのプログラミングや、より科学的な理解に基づく情報セキュリティに関

する学習活動などを充実する必要がある。また、統計的な手法の活用も含め、情報技術

を用いた問題発見・解決の手法や過程に関する学習を充実する必要がある。 

○ これを踏まえ、「情報Ⅰ（仮称）」においては、プログラミング及びモデル化とシミ

ュレーション、ネットワーク（関連して情報セキュリティを扱う）とデータベースの基

礎といった基本的な情報技術と情報を扱う方法とを扱うとともに、情報コンテンツの制

作・発信の基礎となる情報デザインを扱い、さらに、この科目の導入として、情報モラ

ルを身に付けさせ情報社会と人間との関わりについて考えさせることとして、内容を構

成することが適当である。 

○ また、「情報Ⅱ（仮称）」においては、情報システム、ビッグデータやより多様な情

報コンテンツを扱うとともに、情報技術の発展の経緯と情報社会の進展との関わり、さ

らにＡＩやＩｏＴ等の技術と今日あるいは将来の社会との関わりについても考えさせ

ることとして、内容を構成することが適当である。 

○ なお、プログラミングに関しては、中学校技術・家庭科（技術分野）においても充実

させることとしており、情報科の内容の検討に当たっては、学習内容の適切な接続・連

携により学習に広がりや深まりが生まれるよう留意する必要がある。さらに、小学校段

階におけるプログラミングの体験を通じて「プログラミング的思考」を育むことや、学

校外におけるプログラミングに関する学習機会の充実に向けて、種々の検討や、企業、

ＮＰＯにおける取組等がなされており、これらの動向も考慮して検討する必要がある。 

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 情報科における「深い学び」とは、具体的な問題の発見・解決に取り組むことを通し

て、日常生活においてそうした問題の発見・解決を行っていることを認識し、その過程

や方法を意識して考えるとともに、その過程における情報技術の適切かつ効果的な活用
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を探究していく中で「見方・考え方」を働かせ成長させること、それとともに、情報技

術を活用し、試行錯誤して目的を達成することにより、情報や情報技術等に関する概念

化された知識、問題の発見・解決に情報技術を活用する力や情報社会との適切な関わり

について考え主体的に参画しようとする態度などといった資質・能力を獲得していくこ

とであると考えられる。 

○ 情報科における「対話的な学び」とは、生徒が協働して問題の発見・解決に取り組ん

だり、互いに評価し合ったりして、情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり、

産業の現場など実社会の人々と関わるなどして現実の問題解決に情報技術を活用する

ことの有効性を、実感をもって理解したりすることなどであると考えられる。 

○ 情報科における「主体的な学び」とは、見通しをもって試行錯誤することを通して自

らの情報活用を振り返り、評価・改善して、次の問題解決に取り組むことや、生徒に達

成感を味わわせ学習に取り組む意欲を高めたり、個々の興味・関心や能力・適性に応じ

てより進んだ課題に取り組んだりすることなどであると考えられる。 

イ 教材や教育環境の充実 

○ 情報科の教材（教科書を含む。）については、いたずらに細かなあるいは高度な知識

を身に付けることを目指すのではなく、生徒が問題の発見・解決に向けて情報技術を積

極的に活用し主体的・協働的に学習を進めることができるものが適当である。その上で、

生徒の興味・関心等に応じて、より進んだ学習も含め、主体的に学習を深めていくこと

もできるよう配慮されたものであることが望まれる。また、プログラムの制作・実行環

境等については、情報科の趣旨を踏まえた授業の実施に適したアプリケーション等の開

発・提供が必要であり、国や教育委員会と民間等との連携によりそれらの開発・提供が

促進される必要がある。さらに、民間独自の良質な教材や学校外の教育プログラムなど

との連携等を促していくことも必要である。 

○ 情報科担当教員について、各都道府県教育委員会等においては、情報科免許状を有す

る者の計画的な採用・配置や現職教員の情報科免許状保有の促進等により、免許外教科

担任や臨時免許状による担任の解消に務める必要がある。また、情報科の指導内容・方

法に関する研修の充実による担当教員の専門性向上も急務であり、国においても各都道

府県教育委員会等における研修の充実に資する支援策を講じる必要がある。 

○ 情報科における学習を充実していく上では、教育用コンピュータだけでなく、安全で

高速にインターネット接続できる大容量のネットワーク環境等、学習活動の充実に必要

なＩＣＴ環境全体の整備を進めることが不可欠である。なお、ネットワークのセキュリ

ティに関しては、不正アクセス等に対する十分な対策を講じると同時に、有害情報対策

等がかえって必要な学習活動を展開する上での過剰な制約とならないようきめ細かな

設定等に留意する必要がある。 
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う
に
す
る
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
資
質
・能
力
を
高
等
学
校
教
育
の
本
質
的
な

学
び
を
深
め
る
中
で
身
に
付
け
る

 

【中
学
校
】（
各
教
科
等
）
 

◎
情
報
を
効
果
的
に
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
し
た
り
、
自
ら
の
考
え
を
形
成
し
た
り
す
る
経

験
や
、
そ
の
過
程
で
情
報
手
段
を
活
用
す
る
経
験
を
重
ね
つ
つ
、
抽
象
的
な
分
析
等
も
行
え
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
資
質
・
能
力
を
中
学
校
教
育
の
本
質
的
な
学
び
を
深
め

る
中
で
身
に
付
け
る

 

【小
学
校
】（
各
教
科
等
）
 

◎
様
々
な
問
題
の
発
見
・解
決
の
学
習
を
経
験
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
情
報
や
情
報
手
段
が
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
身
近
な
生
活
と
社
会
の
情
報
化
と
の
関
係
等
を
学
び
、
情
報
や
情
報
手
段

に
よ
さ
や
課
題
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
情
報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
資
質
・能
力
を
小
学
校
教
育
の
本
質
的
な
学
び
を
深
め
る
中

で
身
に
付
け
る

 

【幼
稚
園
】 

 
幼
児
教
育
に
お
い
て
培
わ
れ
る
基
礎
（
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
、
豊
か
な
感
性
と
表
現
等
）

 

社 会 と の 連 携 （ 外 部 が 提 供 す る 学 習 プ ロ グ ラ ム と の 連 携 や 社 会 人 講 師 と の 連 携 な ど ） 

（
技
術
・家
庭
科
「
情
報
に
関
す
る
技
術
」
） 

計
測
・
制
御
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、

デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
の
活
用
と
情
報
技
術
を
中
心
的
に
扱
う

 

知
識
・技
能

 
（
何
を
知
っ
て
い

る
か
、
何
が
で

き
る
か
）

 
 

・
（
思
考
や
創
造
等
に
活
用
さ
れ
る
基
礎
的
な
情
報
と
し
て
の
）
教
科
等

の
学
習
を
通
じ
て
身
に
付
け
る
知
識
等

 

・
情
報
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
し
た
り
考
え
を
形
成
し
た
り
す

る
過
程
や
方
法
に
つ
い
て
の
理
解

 

・
問
題
の
発
見
・
解
決
等
の
過
程
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
情
報
手
段
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
）
の
特
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
そ
の
操
作
に
関
す
る

技
能

 
・
ア
ナ
ロ
グ
情
報
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報
の
違
い
（

W
eb
サ
イ
ト
と
新
聞
や
書

籍
等
に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
の
早
さ
や
確
か
さ
の
違
い
）
な
ど
、
情
報

の
特
性
の
理
解

 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
情
報
手
段
の
仕

組
み
の
理
解

 

・
社
会
の
情
報
化
と
情
報
が
社
会
生
活
の
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
や

及
ぼ
し
て
い
る
影
響
の
理
解

 
・
情
報
に
関
す
る
法
・
制
度
や
マ
ナ
ー
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解

 

思
考
力
・判

断
力
・表
現

力
等

 
（
知
っ
て
い
る
こ

と
・
で
き
る
こ
と

を
ど
う
使
う
か
）

 

・
情
報
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
し
新
た
な
価
値
を
創
造
し
た
り
、

自
ら
の
考
え
の
形
成
や
人
間
関
係
の
形
成
等
を
行
っ
た
り
す
る
能
力

 

 
－
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
収
集
・
選
択
し
た
り
、
複
数
の
情
報

を
基
に
判
断
し
た
り
す
る
能
力

 

 
－
情
報
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
し
、
解
法
を
比
較
・
選
択
し
、
他
者

と
も
協
働
し
た
り
し
な
が
ら
解
決
の
た
め
の
計
画
を
立
て
て
実
行
し
、

結
果
に
基
づ
き
新
た
な
問
題
を
発
見
す
る
等
の
能
力

 

 
－
相
手
の
状
況
に
応
じ
て
情
報
を
的
確
に
発
信
し
た
り
、
発
信
者
の

意
図
を
理
解
し
た
り
、
考
え
を
伝
え
合
い
発
展
さ
せ
た
り
す
る
能
力

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど

 

・
問
題
の
発
見
・
解
決
や
考
え
の
形
成
等
の
過
程
に
お
い
て
情
報
手
段

を
活
用
す
る
能
力

 

学
び
に
向
か

う
力
・人
間

性
等

 
（
ど
の
よ
う
に
社

会
・
世
界
と
関

わ
り
よ
り
よ
い

人
生
を
送
る

か
）

 

 

・
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
吟
味
し
そ
の
価
値
を
見
極
め
て
い
こ
う
と

す
る
情
意
や
態
度
等

 

・
自
ら
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
、
評
価
し
改
善
し
よ
う
と
す
る
情
意
や

態
度
等

 

・
情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
考
え
行
動
し
よ
う
と
す

る
情
意
や
態
度
等

 

・
情
報
や
情
報
技
術
を
積
極
的
か
つ
適
切
に
活
用
し
て
情
報
社
会
（
情

報
の
果
た
す
役
割
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
く
社
会
）
に
主
体
的
に

参
画
し
、
よ
り
望
ま
し
い
社
会
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
情
意
や
態

度
等

 

「
情
報
科
」

 
◎
情
報
に
関
す
る
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
情
報
技
術
を
活
用

し
て
問
題
の
発
見
・解
決
を
行
う
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
問
題
の
発
見
・
解

決
に
向
け
て
情
報
と
情
報
技
術
を
活
用
し
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画

す
る
た
め
の
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す

 
○

 ①
情
報
と
情
報
技
術
及
び
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
す
る

方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
技
能
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
情
報
社
会

と
人
間
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る

 

 
 
②
問
題
の
発
見
・解
決
に
向
け
て
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活

用
す
る
力
を
養
う

 

 
 
③
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
、

そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う

 

高
等
学
校
卒
業
ま
で
に
全
て
の
生
徒
に
育
成
を
目
指
す
情
報
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
※

 

※
総
則
・
評
価
特
別
部
会
第

4回
（
平
成

2
8年

1月
1

8
日
）資
料
に
お
け
る
整
理

 

・
基
本
的
な
操
作
技
能
の
着
実
な
習
得

 
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験

 
等

 

別
添
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情
報
科
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

 

問
題
の
発
見

 
問
題
の
定
義

 
解
決
の
方
向
性
の
決
定

 
解
決
方
法
の
探
索

 
計
画
の
立
案

 
結
果
の
予
測

 
計
画
の
実
行

 
振
り
返
り

 
次
の

 
問
題
解
決
へ

 
問
題
発
見
・
解
決
の

プ
ロ
セ
ス

 

社
会
等
の
事
象
の

中
か
ら
の
問
題
の

発
見

 
 既
知
の
手
法
の
適
用

 
又
は
新
た
な
手
法
の

 
習
得
・
活
用

 
・
モ
デ
ル
化

 
・
統
計
的
手
法

 
等

 

情
報
の
収
集
・分

析
に
よ
る
問
題
の

明
確
化

 
 解
決
の
方
向
性
の

決
定

 
  

合
理
的
判
断
に
基

づ
く
解
決
方
法
の

選
択

 
 手
順
の
策
定
や
基

本
設
計

 
  

情
報
技
術
の
適

用
・実
行

 
  

 
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・

実
行

 

 
 
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

実
行

 

 
 
・
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
適

用
 

 
等

 

評
価
・改
善

 
 社
会
等
の
問
題
に
適

用
し
て
有
効
に
機
能
す

る
か
等
に
つ
い
て
の
検

討
 

次
の
問
題
解
決

又
は
現
実
の
問

題
へ
の
適
用

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活

用
し
た
調
査
活
動

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
作
品
の

(協
働

)制
作
、

 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
の
分
析

 
 

結
果
の
統
計
的
分
析

 

記
録
の
活
用

 
(自
ら
の
学
び
の
振
り
返
り

) 
協
働
で
の
意
見
の
整
理

 

IC
Tの
効
果
的
な
活

用
場
面
と
活
用
方
法

 

情 報 科 に お け る 主 な 学 習 過 程 の 例  

社
会
等
の
問
題
の
把
握

 
抽
象
化
さ
れ
た
「
情
報
」
の
「
情
報
技
術
」
に
よ
る
取
扱
い

 
社
会
等
の
問
題
へ
の
適
用

 

主
に
個
別
の
知
識
の
習
得

 
主
に
活
用
を
通
じ
た
知
識
の
概
念
化
、

 
情
報
技
術
を
活
用
す
る
技
能
の
習
得

 

事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
付
き
の
視
点
か
ら
捉
え
る
力

 
問
題
の
解
決
に
向
け
て
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
す
る
力

 

見
通
し
を
持
っ
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
欲

 
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
情

報
社
会
に
参
画
・
寄
与
し

よ
う
と
す
る
態
度

 

 
 

資 質 ・ 能 力 の 育 成 と 主 な 評 価 場 面  

知 識 ・ 技 能  

思 考 ・ 判 断 ・

表 現  

主 体 的 に 学 習 に

取 り 組 む 態 度  

留
意
す
べ
き
点

 

各
プ
ロ
セ
ス
及
び
各
プ
ロ
セ
ス
と

IC
T活
用
例
や
評
価
場
面
と
の
対
応
は
例
示
で
あ
り
、
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

 

学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
深
い
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、
主
体
的
な
学
び
）
を
意
図
し
た
、
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

 

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の

流
れ
で
は
な
い

 

情
報
や
情
報
技
術
等
に
関
す
る
知
識
の
習
得

 

※
「
社
会
等
」＝
社
会
、
産

業
、
生
活
、
自
然
等

 

別
添
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－
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情
報
科
新
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

 

情
報
科
各
科
目
の
項
目
構
成
の
考
え
方

 

 項
目
（１
） 

・情
報
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る

 

・問
題
の
発
見
・解
決
に
情
報
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
の
有
用
性
に
つ
い
て
考
え
る

 
  
※
項
目
（２
）～
（４
）の
導
入
と
し
て
位
置
付
け
る

 

 項
目
（２
）～
（４
） 

・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的

な
仕
組
み
と
活
用
に
関
す
る
内
容
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
情
報
技
術
の
活
用
に

関
す
る
内
容
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

情
報
技
術
の
活
用
に
関
す
る
内
容
で
構
成
す

る
 

 ①
（各
項
目
に
応
じ
た
）情
報
、
情
報
技
術
や

問
題
解
決
の
手
法
等
を
理
解
す
る

 

②
問
題
の
発
見
・解
決
に
情
報
技
術
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
情
報
活
用
を
評
価
・

改
善
す
る

 
  
※
②
に
お
い
て
は
、
①
に
お
い
て
習
得
し
た
知
識
の

概
念
化
を
図
る
ほ
か
、
問
題
の
発
見
・
解
決
に
情

報
技
術
を
活
用
す
る
能
力
の
向
上
、
情
報
社
会

に
参
画
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る

 
  
※
主
と
し
て
②
に
お
い
て
、
情
報
科
に
お
け
る
「
見

方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
と
と
も
に
成
長
さ
せ
る

 
  
※
必
ず
し
も
①
、
②
の
順
に
学
習
す
る
も
の
で
は
な

く
、
「
情
報
科
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（案
）
」に

示
す
よ
う
に
、
学
び
の
つ
な
が
り
と
広
が
り
と
を
意

図
し
て
、
情
報
や
情
報
技
術
等
に
関
す
る
知
識
の

習
得
と
、
そ
れ
ら
の
知
識
の
問
題
発
見
・解
決
へ

の
活
用
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

 

  

「
情
報
Ⅰ
（仮
称
）」
（ 
情
報
と
情
報
技
術
を
問
題
の
発
見
と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え
方
等
を
育
成
す
る
共
通
必
履
修
科
目

 ）
 

 問
題
の
発
見
・解
決
に
向
け
て
、
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
付
き
の
視
点
か
ら
捉
え
、
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
す
る
力
を
育
む
科
目

 
 （
項
目
の
構
成
案
）

 

 「
情
報
Ⅱ
（仮
称
）」
（発
展
的
な
内
容
の
選
択
科
目
）

 
 「情
報
Ⅰ
（仮
称
）」
に
お
い
て
培
っ
た
基
礎
の
上
に
、
問
題
の
発
見
・解
決
に
向
け
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
多
様
な

デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
あ
る
い
は
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
す
る
力
を
育
む
科
目

 
 （
項
目
の
構
成
案
）

 

 (1
) 
情
報
社
会
の
問
題
解
決

 
中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
を
振
り
返
り
、

こ
れ
を
情
報
社
会
の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
し
て
、
情
報
社
会
へ
の
参
画

に
つ
い
て
考
え
る
。

 

(2
) 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン

 
情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。

 

(3
) 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
、
事
象
を
モ
デ
ル
化
し
て

問
題
を
発
見
し
た
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
デ
ル
を
評
価
し
た
り
す
る
力

を
育
む
。

 

(4
) 
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
利
用

 
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。

 

(1
) 
情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術

 
情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
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（１４）主として専門学科において開設される各教科・科目 

（ア）職業に関する各教科・科目 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた産業教育の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 農業、工業、商業、水産、家庭、看護、情報、福祉からなる職業に関する各教科（以

下「職業に関する各教科」という。）においては、各教科の指導を通して、関連する職

業に従事する上で必要な資質・能力を育み、社会や産業を支える人材を輩出してきたが、

科学技術の進展、グローバル化、産業構造の変化等に伴い、必要とされる専門的な知識・

技術も変化するとともに高度化しているため、これらへの対応が課題となっている。 

○ また、職業に関する各教科においては、専門的な知識・技術の定着を図るとともに、

多様な課題に対応できる課題解決能力を育成することが重要であり、地域や産業界との

連携のもと、産業現場等における長期間の実習等の実践的な学習活動をより一層充実さ

せていくことが求められている。あわせて、職業学科に学んだ生徒の進路が多様である

ことから、大学等との接続についても重要な課題となっている。 

ⅱ）課題を踏まえた産業教育の目標の在り方 

○ このような中、産業教育全体の目標の考え方については、産業界で必要とされる資

質・能力を見据えて、三つの柱に沿って次のように整理した。（別添１５-１、別添１

５-２を参照） 

  職業に関する各教科の「見方・考え方」を働かせた実践的・体験的な学習活動を通し

て、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 

① 各職業分野について（社会的意義や役割を含め）体系的・系統的に理解させるとと

もに、関連する技術を習得させる。 

② 各職業分野に関する課題（持続可能な社会の構築、グローバル化・少子高齢化への

対応等）を発見し、職業人としての倫理観をもって合理的かつ創造的に解決する力を

育成する。 

③ 職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、

産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を育成する。 

○ これらを構成する要素のうち、例えば、「倫理観」や「合理的」等は、従来から学習

指導要領において明示してきた重要な要素である。一方で、「職業人として必要な豊か

な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学ぶ」、「社会貢献」、「協働的

に取り組む」は、社会や産業における新たな課題の解決に向けて多くの人と協力して挑

275



 

 

戦し粘り強く学び続けることや、広い視野でよりよい社会の構築に取り組むことが重要

であることから明示した。 

ⅲ）産業教育における「見方・考え方」 

○ また、産業教育の特質に応じ育まれる「見方・考え方」については、教科ならではの

視点や思考の枠組みであり、三つの柱で整理していく資質・能力を育むため、各教科に

関連する職業を踏まえて検討を行った。 

その結果、職業に関する各教科の本質に根ざした視点から社会や産業の課題を捉え、

人々の健康の保持増進や快適な生活の実現、社会の発展に寄与する生産物や製品、サー

ビスの工夫・創造に向けて考えることなどに整理した。（別添１５-３を参照） 

○ 各教科の目標や「見方・考え方」については、前述の産業教育全体の目標の考え方や

「見方・考え方」を踏まえ、各産業の特質に応じて整理することが必要である。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 前述の三つの柱に沿った資質・能力を育成するためには、産業教育において従前から

実施されている具体的な課題を踏まえた課題解決的な学習の充実が求められる。 

○ このような学習については、解決すべき職業に関する課題を把握する「課題の発見」、

関係する情報を収集して予想し仮説を立てる「課題解決の方向性の検討」、「計画の立

案」、計画に基づき解決策を実践する「計画の実施」、結果を基に計画を検証する「振

り返り」、といった過程に整理した。この過程においては、例えば、「課題の発見」で

は、学びに向かう力や人間性として、よりよい社会の構築に向け課題を発見しようとす

る態度が、「計画の実施」では、思考力・判断力・表現力として、専門的な知識・技術

を活用する力が育まれることが想定される。（別添１５-４を参照） 

○ ここで整理した過程はあくまでも例示であり、各過程を行き来して学習活動が行われ

るものであることに留意する必要があるが、これらの過程において、先述した三つの柱

に基づき整理した資質・能力の育成を図ることができる。 

イ 科目構成の構造 

○ 今回の改訂においては、産業教育で育成する資質・能力を踏まえ、各教科で指導すべ

き共通の内容を整理し、これを各教科共通の基礎的・基本的な内容として各教科の原則

履修科目などの基礎的科目において扱うことが求められる。 

○ また、産業教育に関する各教科の科目構成については、基礎的科目において各教科に

関する基礎的・基本的な内容を理解させ、それを基盤として専門的な学習につなげ、更
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に「課題研究」等で専門的な知識・技術の深化、総合化を図るという現行の考え方を継

続し、改訂を進めることが必要である。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

○ 今回の改訂においては、前述のような資質・能力の育成を前提に、社会や産業の変化

の状況等や学校における指導の実情を踏まえて、持続可能な社会の構築、情報化の一層

の進展、グローバル化などへの対応についての視点から改善を図ることが求められる。

また、こうした社会や産業の変化の状況等に対応する観点からも、経営等に関する指導

についてはより重要となっており、例えば、農林水産業などの各産業においては、経営

感覚に優れた次世代の人材の育成に向けた指導の充実などが求められる。 

○ 資質・能力の育成に向けた職業に関する各教科の教育内容については、次の方向で改

善・充実を図る。 

（農業） 

○ 安定的な食料生産の必要性や農業のグローバル化への対応など農業を取り巻く社会

的環境の変化を踏まえ、農業や農業関連産業を通して、地域や社会の健全で持続的な発

展を担う職業人を育成するため、次のような改善・充実を図る。 

・現在の「農業経営、食品産業分野」と「バイオテクノロジー分野」を再構造化し、バ

イオテクノロジーを含む「農業生産や農業経営の分野」と「食品製造や食品流通の分

野」に整理 

・農業の各分野において、持続可能で多様な環境に対応した学習の充実 

・農業経営のグローバル化や法人化、６次産業化や企業参入等に対応した経営感覚の醸

成を図るための学習の充実 

・安全・安心な食料の持続的な生産と供給に対応した学習の一層の充実 

・農業の技術革新と高度化等に対応した学習の充実 

・農業の持つ多面的な特質を学習内容とした地域資源に関する学習の充実 

（工業） 

○ 安全・安心な社会の構築、職業人としての倫理観、環境保全やエネルギーの有効な活

用、産業のグローバル競争の激化、情報技術の技術革新の開発が加速することなどを踏

まえ、ものづくりを通して、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成する

ため、次のような改善・充実を図る。 

・工業の各分野で横断的に履修する科目について、知識や技術及び技能の活用に関する

学習の充実 

・技術の高度化や情報技術の発展等への対応に関する学習の充実 

・環境問題や省エネルギーに対応した学習の充実 

・グローバルな視点を取り入れた学習の充実 

・電子機械に関わる知識と技術の活用に関する学習の充実 
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・組込み技術について知識と技術の一体的な習得を図る学習の充実 

・耐震技術やユニバーサルデザイン等の知識と技術に関する学習の充実 

（商業） 

○ 経済のグローバル化、ＩＣＴの進歩、観光立国の流れなどを踏まえ、ビジネスを通し

て、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成するため、次

のような改善・充実を図る。 

・観光に関する知識と技術を習得させ、観光の振興に取り組む態度を育成する学習の一

層の充実 

・ビジネスにおけるコミュニケーションに関する学習の充実 

・マーケティングと広告・販売促進に関する知識と技術の一体的な習得 

・ビジネスに関わるマネジメントに関する学習の充実 

・経済のグローバル化に関する学習の充実 

・情報通信ネットワークを活用したビジネスに関する学習の充実 

・プログラミングとシステム開発に関する知識と技術の一体的な習得 

・情報通信ネットワークの構築・運用管理とセキュリティに関する学習の重点化 

（水産） 

○ 水産物の世界的な需要の変化や資源管理、持続可能な海洋利用など水産や海洋を取り

巻く状況の変化を踏まえ、水産業や海洋関連産業を通して、地域や社会の健全で持続的

な発展を担う職業人を育成するため、次のような改善・充実を図る。 

・海面の多様な利用を踏まえ、海洋環境基準及び環境保全等に対応した学習の充実 

・水産や海洋に関連する機器や流通等の技術革新に対応した学習の充実 

・船舶や企業内における情報セキュリティや、食品の安全に関わる産業としての危機管

理に関する学習の充実 

・水産物・水産加工品の品質管理・衛生管理に関する学習の充実 

・漁業、水産加工業における基礎的・基本的な経営に関する学習の充実 

・漁船をはじめとした船員養成の国際基準等に対応した学習の充実 

（家庭） 

○ 少子高齢化、食育の推進や専門性の高い調理師養成、価値観やライフスタイル

の多様化、複雑化する消費生活等への対応などを踏まえ、生活産業を通して、地

域や社会の生活の質の向上を担う職業人を育成するため、次のような改善・充実

を図る。 

・調理師法施行令、調理師法施行規則の改正（平成２７年４月１日施行）に伴う科目の

再編成 

・食育の推進等、食に関する学習の充実 

・子供の発達や地域の子育て支援に関する学習の充実 

・高齢期の衣食住生活の質の向上を図る学習の充実 
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・複雑化する経済社会や消費生活の理解に関する学習の充実 

・生活文化の伝承・創造に関する学習の充実 

・職業人としてのマネジメント能力の育成に関する学習の充実 

（看護） 

○ 少子高齢化の進行、入院期間の短縮、在宅医療の拡大などを踏まえ、看護を通

して、地域や社会の保健医療福祉を支え、人々の健康の保持増進に寄与する職業

人を育成するため、次のような改善・充実を図る。 

・多職種と連携・協働し、多様な生活の場にいる人々の看護について、専門性の高い実

践力を養う学習の充実 

・医療安全に関する学習の充実 

・各領域における倫理的課題に関する学習の充実 

（情報） 

○ 知識基盤社会の到来、情報社会の進展、高度な情報技術を持つＩＴ人材の需要

増大などを踏まえ、情報関連産業を通して、地域産業をはじめ情報社会の健全で

持続的な発展を担う職業人を育成するため、次のような改善・充実を図る。 

・情報セキュリティに関する知識と技術を習得させ、情報の安全を担う能力と態度を育

成する学習の一層の充実 

・情報コンテンツを利用した様々なサービスや関連する社会制度についての知識や技術

を習得させ、実際に活用する能力と態度を育成する学習の一層の充実 

・システムの設計・管理と情報コンテンツの制作・発信に関する実践力の一体的な習得 

・情報メディアと情報デザインに関する知識と技術の一体的な習得 

・問題解決やプログラミングに関する学習の充実 

・統計的手法の活用やデータの分析、活用、表現に関する学習の充実 

・データベースの応用技術に関する学習の充実 

・ネットワークの設計、構築、運用管理、セキュリティに関する学習の充実 

・コンピュータグラフィックや情報コンテンツの制作に関する学習の充実 

（福祉） 

○ 福祉ニーズの高度化と多様化、倫理的課題やマネジメント能力・多職種協働の

推進、ＩＣＴ・介護ロボットの進歩などを踏まえ、福祉を通して、人間の尊厳に

基づく地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の発展を担う職業人を育成するため、

次のような改善・充実を図る。 

・医療的ケアを安全・適切に実施するために必要な学習の追加 

・福祉従事者に求められるマネジメント能力に関する学習の追加 

・福祉従事者に必要な倫理に関する学習の充実 

・福祉実践における多職種協働に関する学習の充実 

・福祉用具や介護ロボット等を含む福祉機器に関する学習の充実 
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ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 産業教育においては、企業等と連携した商品開発、地域での販売実習、高度熟練技能

者による指導など、地域や産業界等と連携した実験・実習などの実践的、体験的な学習

活動を重視してきた。 

○ 社会や産業の具体的な課題に取り組むに当たっては、各教科で育まれる「見方・考え

方」を働かせ、よりよい製品の製造やサービスの創造等を目指すといった「深い学び」

につなげていくことが重要である。「深い学び」を実現する上では、課題の解決を図る

学習や臨床の場で実践を行う「課題研究」等の果たす役割が大きい。 

また、産業界関係者等との対話、生徒同士の協議等は、自らの考えを広げ深める「対

話的な学び」に、企業等での高度な技術等に触れる体験は、キャリア形成を見据えて生

徒の学ぶ意欲を高める「主体的な学び」につながるものである。これらの学びを実現す

るためには、地域や産業界等との連携が今後とも重要である。 

○ 産業教育においては、今後とも地域や産業界等と連携した実験・実習などの実践的、

体験的な学習活動を充実し、アクティブ・ラーニングの三つの視点から、これらの学習

活動を再確認しながら、不断の授業改善に取り組むことが求められる。 

イ 教育環境の充実 

（産業界等との連携） 

○ 地域や産業界等と連携した実験・実習などの実践的、体験的な学習活動は、アクティ

ブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた学びを実現する上でも重要なものであることか

ら、地域や産業界等との連携がより一層求められる。このような連携を促進するために

は、各地域の産業教育振興会等と協力して、定期的に学校と産業界等が情報交換を行う

とともに、教育委員会、地方公共団体の関係部局、経済団体等が協力し、インターンシ

ップの受入や外部講師の派遣の調整を行うなどといった取組も期待される。 

  また、②ⅰ）イで述べた職業に関する各教科で指導すべき共通の内容については、よ

り充実した指導を行うため、例えば、関係の団体に働きかけ、校長会等の協力を得なが

ら副教材を作成することなど、各学校の取組を支援することが期待される。 

（中学校や大学等との接続） 

○ 研修を通じて中学校の教員が職業の多様性や専門高校について理解を深めることや、

産業教育フェア等の取組によって、中学生の主体的な進路選択に資するよう、専門高校

での学習に対する理解・関心を高めることも求められる。 

○ 現在実施されている大学入学者選抜は、共通教科を中心としていることが多いため、

アドミッション・ポリシー等に応じ、専門高校での学びを積極的に評価できる入学者選
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抜の実施の拡大が望まれる。また、農業大学校や職業能力開発大学校などの省庁系大学

校等との連携・協力の促進等も求められる。 

（教員研修等の充実） 

○ 教員の資質・能力を向上させるための研修の機会等の充実、大学が教育委員会等と連

携した教員養成課程の充実、実務経験が豊富な社会人の活用が求められる。 

（実験・実習の環境整備） 

○ 計画的な施設・設備の改善・充実・更新、生産や販売実習等の学習活動を円滑に実施

するための地方公共団体における関係する財務規則等の整理などの環境整備が求めら

れる。 

（イ）その他の専門教育に関する各教科・科目 

○ 職業以外の専門教育に関する各教科・科目についても、専門分野ごとに求められる資

質・能力を、関係団体等との間で共有化しつつ、三つの柱を踏まえて各教科・科目の位

置付けを明確化し、目標を示すこととする。 

○ また、専門教育を主とする学科の特色が一層生かされ、一人一人の生徒の進路に応じ

た多様な可能性を伸ばすために、より高度で専門的な学習ができる科目構成に見直すな

どの改善を行う。 

○ 具体的には、例えば、専門教科「英語」においては、高度な発表、討論・議論、交渉

等ができる総合的なコミュニケーションの力を高める学習の充実を図る観点から、「デ

ィベート＆ディスカッションⅠ・Ⅱ（仮称）」を設けるなどの改善を行う。 

また、前述（５）のとおり、各学科に共通する教科として「理数」を設定し、科目と

して「理数探究基礎（仮称）」及び「理数探究（仮称）」を位置付けることとしており、

専門教科「理数」における「課題研究」については廃止する。 
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産
業
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

【義
務
教
育
】

○
家
庭
や
個
人
の
生
活
及
び
社
会
の
課
題
の
解
決
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の

育
成
。

○
職
業
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

【高
等
学
校
】

（産
業
教
育
）

①
各
職
業
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術

を
習
得
さ
せ
る
。

②
各
職
業
分
野
に
関
す
る
課
題
（
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
等
）
を
発
見
し
、

職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
産
業
の
振
興
や

社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

○
家
庭
や
個
人
の
生
活
及
び
社
会
の
課
題
の
解
決
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

○
職
業
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

（共
通
教
科
）

（高
等
学
校
専
攻
科
）

※
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
等
に
対
し
て
、
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ
の
研
究
を
指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
る
課
程
（
修
業
年
限
１
年
以
上
）
。

◎
職
業
に
関
す
る
各
教
科
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
社
会
を
支
え
産
業
の

発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
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知
識
・技
術

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

産
業
教
育

全
体

・
各
職
業
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
て
）

の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
各
職
業
分
野
に
関
す
る
課
題
（
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
等
）
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を

も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
産
業
の
振
興
や
社

会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

農
業

・
農
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め

て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
農
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
農
業
の
振
興
や
社

会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

工
業

・
工
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め

て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
工
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
工
業
の
発
展
に
主

体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

商
業

・
商
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め

て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て

合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造

と
発
展
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

水
産

・
水
産
や
海
洋
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を

含
め
て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
水
産
や
海
洋
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ

て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
水
産
業
及
び
海
洋

関
連
産
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り

組
む
態
度

家
庭

・
生
活
産
業
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
て
）
の

体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
生
活
産
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ

て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
生
活
産
業
に
関
わ

る
地
域
の
産
業
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
主
体
的
か
つ
協

働
的
に
取
り
組
む
態
度

看
護

・
看
護
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
て
）
の
体
系

的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
看
護
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
人
々
の
健
康
の
保

持
増
進
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

情
報

・
情
報
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め

て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
情
報
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
情
報
産
業
の
発
展

に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度

福
祉

・
福
祉
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め

て
）
の
体
系
的
・
系
統
的
な
理
解

・
関
連
す
る
技
術
の
習
得

・
福
祉
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力

・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
広
い
視
野
を
も
っ

て
地
域
福
祉
の
課
題
と
向
き
合
い
、
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り

組
む
態
度

職
業
に
関
す
る
各
教
科
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理
（
案
）
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職
業
に
関
す
る
各
教
科
の
目
標
（
案
）

産
業
教
育
全
体

◎
職
業
に
関
す
る
各
教
科
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
社
会
を
支
え
産
業
の
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
各
職
業
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
各
職
業
分
野
に
関
す
る
課
題
（
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
等
）
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
産
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

農
業

◎
農
業
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
農
業
や
農
業
関
連
産
業
を
通
じ
、
地
域
や
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
農
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
農
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
農
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

工
業

◎
工
業
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
通
じ
、
地
域
や
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
工
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
工
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
工
業
の
発
展
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

商
業

◎
商
業
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
、
地
域
産
業
を
は
じ
め
経
済
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
商
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
と
発
展
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

水
産

◎
水
産
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
通
じ
、
地
域
や
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
水
産
や
海
洋
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
水
産
や
海
洋
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
水
産
業
及
び
海
洋
関
連
産
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

家
庭

◎
生
活
産
業
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
生
活
産
業
を
通
じ
、
地
域
や
社
会
の
生
活
の
質
の
向
上
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
生
活
産
業
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
生
活
産
業
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
生
活
産
業
に
関
わ
る
地
域
の
産
業
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

看
護

◎
看
護
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
看
護
を
通
じ
、
地
域
や
社
会
の
保
健
医
療
福
祉
を
支
え
、
人
々
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

①
看
護
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
看
護
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
人
々
の
健
康
の
保
持
増
進
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

情
報

◎
情
報
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
情
報
関
連
産
業
を
通
じ
、
地
域
産
業
を
は
じ
め
情
報
社
会
の
健
全
で
持
続
的
な
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
情
報
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
情
報
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
情
報
産
業
の
発
展
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

福
祉

◎
福
祉
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
福
祉
を
通
じ
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
く
地
域
福
祉
の
推
進
と
持
続
可
能
な
福
祉
社
会
の
発
展
を
担
う
職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

①
福
祉
の
各
分
野
に
つ
い
て
（
社
会
的
意
義
や
役
割
を
含
め
）
体
系
的
・
系
統
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

②
福
祉
に
関
す
る
課
題
を
発
見
し
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
合
理
的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
力
を
育
成
す
る
。

③
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
良
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
地
域
福
祉
の
課
題
と
向
き
合
い
、
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。
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職
業
に
関
す
る
各
教
科
の
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
（
案
）

産
業
教
育

全
体

・
職
業
に
関
す
る
各
教
科
の
本
質
に
根
ざ
し
た
視
点
か
ら
社
会
や
産
業
の
課
題
を
捉
え
、
人
々
の
健
康
の
保
持
増
進
や
快
適
な
生
活
の
実
現
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
生
産
物
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫
・
創
造
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

農
業

・
農
産
物
の
生
産
や
農
業
経
営
の
視
点
か
ら
農
業
や
関
連
産
業
を
捉
え
、
生
産
性
及
び
品
質
向
上
や
経
営
発
展
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
農
産
物
の
加
工
や
食
品
流
通
の
視
点
か
ら
農
業
や
関
連
産
業
を
捉
え
、
生
産
性
及
び
品
質
向
上
や
経
営
発
展
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
農
地
や
森
林
の
保
全
、
環
境
修
復
・
再
生
の
視
点
か
ら
農
業
や
関
連
産
業
を
捉
え
、
地
域
の
環
境
創
造
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
農
業
生
物
や
地
域
資
源
の
活
用
の
視
点
か
ら
農
業
や
関
連
産
業
を
捉
え
、
地
域
創
造
と
生
活
の
質
的
向
上
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

工
業

・
安
全
で
安
心
な
製
品
を
提
供
す
る
視
点
か
ら
も
の
づ
く
り
を
捉
え
、
新
た
な
次
代
を
切
り
拓
く
付
加
価
値
の
高
い
創
造
的
な
製
品
の
開
発
を
目
指
し
て
、
製
造
現
場
に
お
け
る
合
理
的
な
も
の
づ
く
り
の
方
策
の
活
用
に
向
け

て
考
え
る
こ
と

・
工
業
の
各
分
野
で
情
報
化
が
図
ら
れ
て
い
る
視
点
か
ら
も
の
づ
く
り
を
捉
え
、
も
の
づ
く
り
の
発
展
を
目
指
し
て
、
高
度
に
発
展
す
る
情
報
技
術
の
有
効
な
活
用
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
視
点
か
ら
も
の
づ
く
り
を
捉
え
、
も
の
づ
く
り
の
発
展
を
目
指
し
て
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
、
環
境
保
全
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

商
業

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
企
業
活
動
を
捉
え
、
顧
客
満
足
の
実
現
と
顧
客
の
創
造
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
企
業
活
動
を
捉
え
、
経
済
社
会
の
動
向
や
法
令
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
意
思
決
定
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
会
計
の
視
点
か
ら
企
業
活
動
を
捉
え
、
適
切
な
会
計
情
報
の
提
供
及
び
効
果
的
な
会
計
情
報
の
活
用
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
情
報
の
視
点
か
ら
企
業
活
動
を
捉
え
、
情
報
の
適
切
な
処
理
及
び
情
報
や
情
報
通
信
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

水
産

・
漁
業
生
産
の
視
点
か
ら
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
捉
え
、
環
境
や
資
源
等
に
配
慮
し
た
安
全
で
経
済
的
な
漁
業
や
船
舶
運
航
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
船
舶
や
海
洋
関
連
機
器
な
ど
の
海
洋
工
学
の
視
点
か
ら
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
捉
え
、
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
で
経
済
的
な
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
海
上
に
お
け
る
情
報
通
信
の
視
点
か
ら
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
捉
え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
円
滑
な
通
信
業
務
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
栽
培
漁
業
な
ど
の
生
物
生
産
の
視
点
か
ら
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
捉
え
、
生
態
系
や
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
で
経
済
的
な
養
殖
業
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
水
産
食
品
の
製
造
や
流
通
の
視
点
か
ら
水
産
業
や
海
洋
関
連
産
業
を
捉
え
、
品
質
管
理
・
衛
生
管
理
を
考
慮
し
た
安
全
で
経
済
的
な
水
産
食
品
の
持
続
的
な
供
給
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

家
庭

・
生
活
を
豊
か
に
支
え
る
視
点
か
ら
、
衣
食
住
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
生
活
産
業
等
を
捉
え
、
協
力
・
協
働
、
健
康
・
快
適
・
安
全
な
生
活
の
創
造
、
生
活
文
化
の
伝
承
・
創
造
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向

け
て
考
え
る
こ
と

看
護

・
看
護
の
視
点
か
ら
健
康
に
関
わ
る
問
題
を
捉
え
、
人
々
の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
患
や
治
療
の
影
響
を
受
け
る
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
考
え
や
状
況
を
踏
ま
え
て
考
え
る
こ
と

情
報

・
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
管
理
の
視
点
か
ら
情
報
産
業
を
捉
え
、
日
常
生
活
や
社
会
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
ち
つ
つ
、
情
報
の
科
学
的
理
解
に
基
づ
い
た
情
報
技
術
の
適

切
な
活
用
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

・
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
・
発
信
の
視
点
か
ら
情
報
産
業
を
捉
え
、
日
常
生
活
や
社
会
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
ち
つ
つ
、
情
報
の
科
学
的
理
解
に
基
づ
い
た
情
報

技
術
の
適
切
な
活
用
に
向
け
て
考
え
る
こ
と

福
祉

・
福
祉
の
視
点
か
ら
生
活
に
関
わ
る
問
題
を
捉
え
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
考
え
や
制
約
を
踏
ま
え
て
考
え
る
こ
と

別
添
1
5
－
３
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知 識 ・ 技 術

・
課
題
の
発
見
、
計
画
の
立
案
・
実
施
の
基
と
な
る
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得

・
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の

定
着

資 質 ・ 能 力 の 育 成 と 主 な 評 価 場 面

思 考 ・

判 断 ・ 表 現

情 意 ・ 態 度

・
よ
り
良
い
社
会
の
構
築

に
向
け
課
題
を
発
見
し

よ
う
と
す
る
態
度

・
学
習
し
た
こ
と
を
次
の
学
び

や
社
会
・
産
業
の
発
展
に

生
か
そ
う
と
す
る
態
度

・
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
課
題
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度

・
職
業
の
視
点
か
ら
解
決

す
べ
き
課
題
の
発
見

・
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
に
基
づ
く
合
理
的
か
つ

創
造
的
な
解
決
策
の
考
察
・
決
定

・
関
係
者
へ
の
説
明
や
意
見
交
換

＊
上
記
の
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
場
面
は
例
示
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
た
り
、
全
て
の
機
会
に
お
い
て
評
価
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
必

ず
し
も
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

・
よ
り
合
理
的
か
つ
創
造
的
な

改
善
策
の
考
察

・
計
画
の
実
施
に
当

た
っ
て
の
専
門
的
な

知
識
・
技
術
の
活
用

次
の

課
題
発
見
へ

産
業
教
育
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

課
題
の
発
見

解
決
す
べ
き
職

業
に
関
す
る
課

題
を
把
握
す
る

課
題
解
決
の

方
向
性
の
検
討

関
係
す
る
情
報
を

収
集
す
る
。
予
想

し
仮
説
を
立
て
る

計
画
の
立
案

計
画
を
立
案
す
る

計
画
の
実
施

計
画
に
基
づ
き

解
決
策
を
実
践

す
る

振
り
返
り

結
果
を
も
と
に
計
画

を
検
証
す
る

別
添
1
5
－
４
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